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船尾に取付けたCPZ-8F
(8F型30×150×300m/m)

当社の糀煉l "た|Ⅱ:界鍍高純唯(Zn99."7%以Ig)

の覗船で作られた流飛陽鹿式防蝕亜鉛CPZを船

体等0ﾉ水中鉄郷進物に正しい施工法で取付けれ

げ優れた防蝕効果が縛られ＃ず。 （説明客進呈）
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東京都千代田区大手町1 ｣筒6冊地（大手ピル）

樋話（23）2431．3321．431エ

総代理店三菱商事株式会赦
'|〔求部『代田に丸之内2丁｛』10祷地

嘩記住所東砿梛中央唾日本隅大伝馬町乏丁側一瀞jl

溌話（28） 1021．1031．2021
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段計施エ日本防蝕エ業株式会社
翅砿（25）5279．4970．3239

樅話湊川(5)]531～6
蹴諦祁田ir(20)3(j40～l
電話ド関768

神戸市長田区一雷町3~j fl l番地

東求都f代田区九ピ'L 60】

下関市豊前田町節一rル

本 社

東京支店

下関出弧所
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東京計器製造所
米国スペリー社･キデイ社･ベンデイクス社提携

スペリージャイロー’ンパス
、

マリンレーク．－， ローラン

キ苧イ火災探知並消火装置

ベンデイ クスヂプスレコーグー
共の他各緬

木 社東京都大川1,理班部田4－31

TEL珊町(73)221 1-3

神戸営業所神戸71『生[[1区明石町19同和ピル
TEL元町(6) 189 1
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船
造
主
所凡口内、
大同海里株式会社

三菱造船・長崎造招所

長 （垂) 140m

幅 （型) 19.4m

深 （型) 12.2m

吃 水 8,75m

総噸敷 9,200噸

峨闘軍赴 11,600"

馬 力 16.1節

主 機壹菱長崎デイーセル6UEC型

機関×1

出 力 8,500馬力

船 級 NKLR

進 水 31-3－27

竣 工 31 6－7



戸珂

q

I

､

－

１
－
↑

型I
2

す

》
》
》・匡蓉 P

1

－

画4

ｰ

１
１
１

、

L●

伊勢春 丸

船 主 新日本汽船株弍会壯

造船所 日立造船・因島エ喝

138.00m

18.80m

11.85m

(計画満赦】 8.85m

約8,750トン

約12,550トン

(試運転段高） 17節

日立B&W排気ターボ給気式

ディーゼル機関(574-VTBE-

160型)×1

6,250馬力
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全 長

長 （韮）

幅 （型）

深 （型）

吃 水

総噸数

ilR従頭斌

速 力

主 機

アンドロスキャスル
ANDROSCASTLE

ATLANTIC

GLADIATOR

アギオス･ヴエラシオスV号
AgiosV1asiosV
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(満紬) 30L9"､01
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船菫 日魯漁業株式会社

造船所 三菱造船・下関造船所

全 長（漁船法） 52.,06m

長 （垂) 5].50m

幅 （型） ユ0.80m

深 〔型） 4.60m

吃 水〔計画滿載) 3.90m

総噸数 約794.81噸

速 力（航海） 約10.5節

機 竪型単働4サイクル・ トラン
クピスI､ン型過給群付デイ8－
ゼル×1

(制動馬力) 1,200臨力

NS,NMS,RMC

31－1－24

31－－4－25

31－6－15

主

出
船
起
進
竣

力
級
工
水
工

I

L 大和精機工業株式会穀
大阪市Ⅱ〔淀川IX

砿 3ル饗崎
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旅工直后

3ケ月后

東京都千代田区丸′内三ノー （三菱東七号館）
TEL.東京二八局(28)6307,6808

大癖務廓奈睡東溌繩炉8F菱信能ピﾙ内）
総代理店 三菱商事株式会祗一ノ

9 ケ月后
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明石製作所
東京部千代田区丸ノ内三菱仲八号館
電話千代田（27）7871～3

束京都品川区東品川五丁目一
電話大崎(49)8146(代表)8147.8148.8149
大阪市北区絹笠町五○堂ピル六一一号
寵話(36)3815(直通）・1141(堂ピル代表）

式会耐
事務所

工 場

大阪出張所
一

一

’

’

’

一

弓＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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旅

欝
取締役肺長櫻 井 俊 記

本 社東京郡千代111区丸ノ内2丁目4群地篭話東京(28)代表2351,2361

大阪螢業所大阪Tli北区椛|IIIIIII47新阪神ビル3階電活大阪(36)代表0795

1 ’
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傳統と技術

船舶新造,修理･舶用主機補機

、 ‐ ．ーー一一下一百一〒－－-一.ー

◆

■9

新三菱重工業枕 雨士

’
洲
東
電
刺

戸
京
話
戸

市兵庫区和田宮邇7－1

都千代田区丸ノ内2－14

(東京28局）表代1181． 1821

市兵庫区和田崎町3

本 社

東京船舶課

神戸造船所
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僻 菫 DRAKESHIPPXNGCO.P S,A･
造船所 新三菱重エ業・紳戸造船所
長 （垂） 】43.26m
，砿 （型） 20.27m
深 （型) 12.5m
吃 水 9.45m
総噸数10,000(asclosed)

7,000(asopen)
賊貨垂斌15,500LT<ascIosed)

12,40(ILT(asopen)
速 力 17．0kt (vs15.0kt)
主 機二菱神戸ウニスチンングハウ

スMCR

出 力 7,000SHPx108RPM
船 級 A､B・鼠．
起 工 31－1－16
進 水 31－5－26
竣 工 31－8－中旬予定

陽 ＊ロ 丸

船菫 日東商船株式会社
造船所 三菱日本重工業・横浜造船所

全 長 132.02m
是 （垂) 126.00m
幅 （型） ユ8.40顕
深 （型） （上甲板迄) 12.30m
吃 水（滿收) 8.55m
総噸数 約7,600噸
戦貨瞳避 約11,350噸
趣 力（試遮帳最高） 16．0節

("|防定賂)14.25"
主 機枇浜MAN単棚二術礎6気怖

ディーゼル磯關K"70/,20LA型
出 力 4,700U.H.P.
起 工 30-]2-4
進 水 31－5－25
竣 工 31－8月末に予定

「 1。ビニレツケス〔塩化ビﾆｰﾙ樹魔睡同）
･LZプライマー（鉄腕用下瞳瞳料）

つの oCRマリーンペイント （息暫瀬瀞脅）
･シアナミドヘルゴン（高度のさび止塗科）

船舶塗料 。槌印船舶用調合ベイント“働卿特殊塗濁》
・槌印無水銀鉄船々底塗料《鉄蛎絢底砿科）
・タイカ リツ ト （防火 砿科）

・ノンスリツブ（涌 止瞳料）

、日本ぺｨ外大阪市大淀区ili江北4

束京都品川区南品川4

I 』

I
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船 主 丸善石油株式会社

造船所 新三菱・榊戸造船所

全 長 202.47m
長 〔垂） ユ92.52m
幅 （型) 26.52m

深 （型)" 13.87m
吃 水 10,424m
総噸数 20,300
放伐諏量 33,500
速 力 公試16.0節航海17．0節
主 磯ウェスチングハウス型タービン
出 力15,000SPH×108.5RPM
船 級NK雛一級船遠洋区城
起 工 30－11－18
進 工 31-5-31
竣 工 3－8末予定

宏

■

■

陸 栄 丸

船主日東商船株式会社・

造船所三差造船・長崎造船所

長(垂)192.3m"(型)26.8m深(型)13.7m

吃水]0.32m総噸数20,300噸載貨重量

32,8CO腿速力14.75節主機三菱長崎ディ

ゼル|9UEC型一基出力12,000馬力起工30

－10－7進水31－5－26

F-ﾗ脇泌〃の託器ば

’-でz〃１
１

回 鞠 、計類

◇遠心力式回伝計◇飛気式回擢計
◇振動式回転計◇マグネッ 1､回転計
◇時計式回転計◇超商速晒子式回転計
◇ストロ承スコープ◇特殊回転計

讃算計類
◇回'腫動◇往復動◇隔測電気式

トーシヨンメーター類
◇記録式光学摸計◇直読式光学換計
◇鵬帯用トーショグラフ◇擁帯握動計 ’
馴篇彗繪本計器精亙所…“

貢電・ 一

本社東京都大田区原町6髄話苅田(73)2088.2629.1640

用
計
磯
転
補
回
槻
気
主
電

一

柏祗話柏2稀
一

柏工場千葉県柏市
一一二ー

~



日本油槽船株式会祗

日立造船・因島エ壗

船主

造船所

長 （垂） 167.00m

堀 （型) 22.00m

潔 （型） 12.30m

吃氷（計画滿峨) 9.45m

総噸破 約13,120トン

峨貸亜蛍 約20,750トン

連 力（試運転妓高） 15.9節
主 機日立B&W排気ターボ

給気式ディーゼル磯関
(774-VTBF-160型)×1

冊 力 8,750馬力
船級 ABS, NK

起工 30-10－10

舷水 31－6－9

竣エ 31－8－未予定１
１

ぽるねお丸

船 主太平汽船株式会社

造船所日立浩船向島エ堀

1

長 （垂）

'柵 （型）

深 （型）

吃水

總噸数

戯闘砿赴

速 力

主 槻

98.00m

15.00m

7.70m

(計.画滿戦) 6.40m

約3,400トン

約5,000トン

(試皿転最大） 14.25節
日立B&Wディーゼル
搬関(650-VF-90型)×1

2,460馬力
NK

30-]2-9

31-6-9

31－8－末予定

出
船
超
進
竣

力
級
工
水
工

太 正 丸

Ｇ
、



日本ヴィクトリッケ株式会社

VIcTAULIc

FLEXIBLE

JOINTS

LEAKTIGHT

PIPE

’

販頁総代理

淺野物産株式会社
東京都中央区日本橋小舟町
二丁目 （小倉ピル）
冠話茅甥町(66)代我0181～9

代表7531～5

大阪支隅
門司支店
札幌支店
支 店
出張所

大阪市東区瓦町二丁｢1瓦町三和ピル
l''l司市控摘迩一郵鮒ピル
札幌市南一條両二丁目一八番地
横演･名古屋･稗戸
炭烏商松･瓢岡･八幡
長崎･熊本･仙台･釧路

胸 能美式(船舶雄綿定）
名
古
屋

座 豆神
戸
率
蒋
所

本
社
◆

東
京
蛎
務
所 4 諺貨
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の
新
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橋
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萢
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’
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三
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宮
（
３
）
六
六
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一
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自動火災等報装置

此他騨報消火装澄一般
薑癸宮十．
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造
船
株
式
会
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締
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社
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東京都中央区日本橋小舟町二丁目

電 話茅揚 町（66）0181 （代） 7
大阪・猪古屋・門司・仙台・札幌・広烏・長

－稀地
531（代）
崎・禰岡

’
’
’
一
一
一

三雲宣吏壱三筐用盾塞腿 目
一

調
船舶用各潅塗料
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各種船舶の建造並修理

舶用汽機汽罐の製造並に修理

名村造船所
名村 源

大阪市住吉区北加賀屋町四丁目五番地

株

(電話住吉（67)2744．－9）

東京事務所

刺Iﾉ耶務所

大阪出張所

東京都中央区京橘一丁目ニノ七(商船ピル）（電話東京(28)4877）

ﾎIIIn市生田区海岸邇五（商船ビル) (電話三ノ宮(3)4810)

大阪市北区宗是町一（大ビル） （電話土佐堀(44)1286）

…

本而土東京･丸の内・東京ビル祗長旱u」洪＝鄙
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ご(説明書進呈） 其他港湾施設（鋼矢板，水門，聞門，

ゞ舅〆
袋播）浮標，繋留ブイ，浮ドック等

に鉱く使用されております。
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舶用電球株式会証
東京都目黒区下目黒1～105電話大崎（49）1750, 7926 Ⅱ
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’
小型客船南海丸について 日立造船操式會牡

船舶設計郡

深さ唖） 3.600米

計露測載吃水⑳） 2.550米

舷弧(F.P、にて) 0.900米

" (AP.にて) 0.400米

梁矢（第二甲板） なし

〃 （その他） 0．m0米

甲板間高さ第二甲板一上甲板 2.000米

上甲板一遊歩甲板 2.000米

遊歩甲板一航海船橋甲板 2.100米

航海船橘 2.100米

總噸數 495.48噸

純噸鯉 261.“〃

貨物輪容穣（ベール） 106.04立方米

燃料油船(A璽油) 8.52立方米

" (B重油) 23.42立方米

清水船 6．08立方米

船首水轆 11.85立方来

船尾水舳 23．04立方米

放客定員特別2等 52名

普通2等 62名

3 等 356名

船員士宮 5名

蹄 員 2'名 崖、

主磯械阪耐内撫幾型駆動4サイクル過纈製付デ

副一ゼル機關 1基

迩識膿出力1,040BHPx310R.P.M.

常用出力 885BHP×293R.P・Mb

發髄溌交流30KVA225V

ディーゼル發匿機 2基
速力 試運輔最高 15.107節

滿戦航海（儲用出力） 13．50〃

3． 船彊構造

船膣柵遥は鋼船擁法規程に準擦し，本船の用途に謝し
充分弧力のものとした．また極力電氣熔接を使用し重量
輕域には充分意を用L､た、

4船禮磁装

1）特別2等容室

一般配置凪に示すように遊歩甲坂前部に設けられ前面
および側面には多くの角窓を蔀踵し，窓外の風光を滿喫
出来るようになっている．

室内には40人分のrモケジi､」張「パイプ・」製椅子お

1緒 言

南海観光汽船株式會斌ではこの度南砺海鍛株式曾就と

述郷して大阪’四図（和歌山經由）を結ぶ最短の交通路

線を計遜そめ一頚として蕊に和歌山-41秘島間に高速

定期諾を常蹴させることになった．

南海丸は師iこの御注文により上記2溌間の定航迩終船

（笠間2往腫）並びに卿光遊覧船として計遮世迭された

ものである．

なお,木船は陸上の配車計懇と相俟ってその大きさを
約500總屯，航海速力を多少の荒天時にも13節以上に

なるように計怨されたものである．

本船は沿海腫域の懲りl船としては劉合風波の弧い減面
を航行しなければならな､､ので凌波性並びに復原性には

特に笛恋して計識すると同時に客船として乘心地を良く
するため通風，採光等特に考職を桃つた．

本船は日立謎§|撚式曾祉向島工場にて昭和30年11月
15日起工，昭和31年3月15日進水，同年4月28日無
那引渡しを完了，同年5月6日以来上託航路に散航して
い馬．

2． 一般配鉦および主要目等

別圖一般配歴に示す通り，傾斜型船首，巡洋睡型船尾
並びに流線型平衡舵を有し，船首椣，上甲板室，遊歩甲
板室および航海船橘を鮒え上部栂迭はすべて流麗な流線
型とし極めて輕快優芙なるﾀ淑を持って1，る・
族容室としては2竿旅客室を遊歩甲板上に，また3等
旅客室は上甲板上および上甲板下に配溌して､､る・
遊歩甲板後部の露天甲板には軽快なる「ビニール」防
水虚理汎布製天幕を設け「ベンチ」を配遜してし､る・
本船は船舶安奎法關係法規に2(哩擁して建浩し，蚕格は
第3級艘,航行唾域は沿海第2種としての設怖を有して
いる．

なお本船の初期計謹時，船舶設附規程一部改正案が告
示された．この告示によれば省令･施行前に起工する鼎繩

には從來の規程が適用されることになってはいるが本船
をもって新規程適用の同一船としたb,との運輸省の御見
解に沿いすべて上記改正案に準擁して設備している．ま
た旋客定員も謬観程によるものである．

本船の主要目は次の通りである・
蓋薄長 47.485米
垂線間長 46.500米
幅（型) 8.100*

551

且



上甲板および遊歩甲板の舷墹および榧棚の手播はすべ

て堅材製としまた上甲板舷璃の#luk孔は族客の安全のた

め鋼製の自動不換式『カバー」を設けている．乗客乘降

口は潮高等により上甲板および遊歩甲板のいずれをも使

用出来るよう2等用および3等用各1を雨舷に設けてい

る．

便所，洗面所はそれぞれ2等用および3零男子用女子

用の各室を設け床は「タイル」張とし，避光照明を行っ

ている．

族客の遊歩に供する遊歩甲板および上甲板の曝露部に

は『フィールド・リパーテツクス」(ri､リニダッl、。レー

キ・アスファルト」併用）を使用してL,る．

5）機械懐房通風装髄

機賊室内後部に遥かれている3HPの祇祗動迩結多翼

型邊風機2韮と汕焚筌氣加熱器による機賊繧房通風を客

室符よび船員室に謝し行い，また夏季は邊風機により通
風の象を行い得るようにして↓､る．筌燕出口として『ア

ルミニウム」製「パンカ再ルーブル」を使用している．

6）揚錨繋船鮭睡

船首襖甲板上に投揚錨用として職fli動歯車式場鏥機
（5恥×9米/分）1蕊を伽えている.遊歩甲板後部には踊

動歯車式「キ土.フ･スタン」（3.5睡×12米/分）を伽え繋
船川として使ﾉﾛする

なお湖商その他により岸壁との猟對蔚さが鍵!bしても

rギ『フ・スグン」を充分使nJ出来る.よう必要な設伽を設
けてL,鰯

7）操舵錠誕

操踊識まrラフ､ソンニジ'!r」式を伽え，蝿も室より
灘かれた｢ズピンドル』により手動'こて操舵する．
8）賄室裟泄

本船の賄室は航路の性絡上主として船員用としての象
使剛するもので旋客には食馴嘩を出さないことを原則と
して瀞躍されてし､る.室内には和式｢カマド」（2ファイ,，
一),’斗焚鍋,『ｼﾝﾌ』付『 ﾚｯｻｰ｣,流し場,而跡
および海水「ハンドポンブ」等を備えている．

9）救命設倫

遊歩甲板上雨舷にそれぞれ長さ8米,50人乘木製救命
艇および「ラデイアル」式rボー【､ピット」を術えてい

る．救命筏は22人用12箇，12人用1箇とし遊歩甲板，
および航海船橋甲板に備えている．その他救命浮環，救
命脈衣を規道"r要の場所に格納している．

10）航海計器

操舵羅針儀,｢エンジンテレグラフ」その他航海に必要
なる諸計器を完術してし､る．

よび茶卓子を配涯し天井および壁面には「ベニヤ』板お
よびrハードボード､」の内張を施し床は「ピーールフロ

ーアリング」を施工して､､る．

また室内には優美なる「サイドボード』を設けその下

は救命服衣絡納に使用し，また上部壁面には近ｲ恩KJ感琵

を盛った「エッチンググラス」をはめこんである．本室

の天井丙張は流線型の銅板に沿わせて曲面をなし，高い

甲板間高さおよび炭い床面積と相俟って極めて快的な居

住性を與えている．

なお荒天時の移動を避けるため室内の椅子卓壬はすべ

て床に固蒲しているが室内の通路は充分にとるように配

匿されている．

また非常口として前面中央に水密鋼製の非潴扉を設け

て､､る，照明はすべて謎光澄を使用し，また「サーモグ

ンク」式壌房機械通風を雌えている．また普通2等室の

後部雨舷に特別2等室を設け各6名を收容する室内の

装備はすべて上記に準じて､､る

2）普通2竿客室

岡示の位泄に設け各室それぞれ31名の定員を有する．

床は鯉敷の上に『ウィルI､ン・カーペット」を敷詰め，

側壁，天井は「ベニヤ」および「ハードポード」内張を

施している．

室内装飾，照明．通風等すべて特別2等室に準じて施

工している．

3） 3零客室

上甲板.鰯i部および後都，上甲城FM都および後簿に

それぞれ配誕さ説塞瓢で356名の定負となって､る．

床は血敷とし周閣はrハードぶ･ ･ ；ず」内張を施し窓ば
上甲板上のものは角窓,甲板下のものは九窓として､､ろ，

その他「ボーイ」控室を前部および後部3等の各麗刺
に設け，また各室に救命胴衣格納「ロッカー」網棚，靴
箱を設術して､､る．

なお甲板下3等室では外板に治って『ピニールシー

I､」の腰掛を設けている．

これらの諸室もすべて堕光燈および『パンカールーヴ

ァー」による機賊通風を鮒え從来どの種の』型客船でと

かく輕覗されがちな3等客室の居住性を著しく向上せし

めている．

階段，出入口および通路ほ使用上の便宜とともに安全
性の見地より配冠し巾はなるべく炭<とり，乗降時の混
雑をさけるようにした、

4）居住關係その他

士官室は萩べて2等客室に準じまた圃員室は3等客室
に準じて施工している.

上甲板中央附近に蛮店を設けて､､る．

I
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5，機服部菫要目

阪紳Z7YS型竪蝋動4サイクル過冷儀付ディーゼ'1機劉 1壁型式および豊数

主

●
●

Ｐ
Ｍ
■
■

｜
函
唖

一
出出 迦”“大 ’ ｜ ” ” ’ ’

５
３
８
９

８
〔
皇

1,040

310

4シ×370MMも×520MML

6g340MML×3,020MMH×1,320MMB

姻紳機×IJ冷却水ポンプ･×1,ピルジポンフ･･' 1 ,潤滑油ポンプ･×1,潤滑油冷却器x1 ,
手動鱸ンﾌ，（冷却水,獅御ll)各1J主推力軸および推力軸受ターニングモーター3HP,
燃料油加熱器

機
シリダ数×秘×行程

主要寸法

械
附 蹄

F1
Im

主機に含む

155MM必×3.60PMML×1
155〃 ×4,200〃 ×3

175MM仏×2,900×1

推
中
推

力
間
誰

推
中
船

主機に含む

5

1

力
間
尾

軸
受:|錘難

’ 1船 尾 船

“
岬
咋

ぴ
法
秋
料

よ
｝
お
一
式一
型
寸
面
材

推
進
器

ニロフ言1.イル4翼I膿式

ピッチ1.590

展開1.7852

i肖祁2,000j

垂閲13.1416

ピッチ比0.8婚

展開面愚批0.568

マンカン黄銅

雛｜ 累

：
容

30KV

稲｜型 f: IR/MIHP |寸 法名 備 考式

口
A60c,-

AC225V 3'

37.5BHP

(睡縮筌顎にて）
約IM;/Hx30kg/cm2G

發髄機

同上用原動磯

主筌氣砿縮機

I司上用原動脳

補助空氣睡諭磯

主椴用空氣梢

發煎機用室氣補

揚錨織
キャフ･スダン

操舵機

防 滴 型 720

720照動4サイクル
ディー･ピル機關 睡縮室氣補給弁付

申

掛外しクラッテ付

3シxI40ジx200L
O

HC63 ’’ 720竪単筒2段砿縮式

發髄機機關にて騒動する（2蕊の丙I蕊）

吐出峨力30kg/cmgG

7501itx30kg/cmgG

451itx30kg/cm2G

5T×9M/M1N

3.5Tx12M/MIN

手 動 式

鋼板熔接製
〃

繊髄動歯車式

電動歯車式

手 動 式

1

2

1

1

1

1

氣笛用に錐用

０
５
６
６
８
８

18

申

7．傾斜賦鹸および復原性能

傾斜試溌は昭和31年4月20日施行・
成讃ぱ下記の通りである．

6． 賦運範

|躯満騨出|隠戦入|瀞出儲鯰入

蕊
｜…'…※:::｡"』:‘鰯,霊| ::;：
剣謬

謎迩鱒は昭和31年4月24日賦島縣弓削沖漂住間に

て施行し，優秀な成識を修めて総了した．成繊下記の通

りである．

天候および海上の模溌 晴，静蒔

試験時俳水迂および吃水 349Imi zF均2"010米
主機負荷 2/1 術用述捜最大

主擬出力(BHP) 483 899 1028
主機回輔数(R.P.M) 243.3 29761 311.4

連 力（節） 12.70414.69815‘1057

排水猛

平均吃水
KM

KG

GM

復原性範囲

”
噸
噸
鯛
噸
函

Ｉ

本船は輕荷滿載出港,滿戦入港，室鯰出港．室鮠入港

の各状態とも復原性＃謬り定のため甲，乙および丙基準に
合格した． （経）
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水品政雄
海上保安卿偲舶技循郁畏南極調査船宗谷改造の概要（2）

理論を踏聾し，國鍛所蹄の宗谷丸（本船とは異る）の砕

氷試験捜談を解併し礎職式を求めてこれによることとし

た．以下簡単に述べて象よう．

a)氷の破壊荷重

考え方を簡肌にするためにSimonSonにならって氷

の側板に集中荷亜を受ける場合を老えることとする

Simonsonは周遜支持の場合を老えて，

ﾋｰｲ専了
ただしW･･…集中荷愈

ぴ･･･…･氷の抗張力

の式を示して､､る

職篭鑪識駕艦職職懸"']
しかし考えて染ると，砕氷の場合は蔀↓､ﾉ麗遜の方から

順次に剛り進んで来ているから上記の考え方を塗えて館

血I麓 開

(1)捧氷と推進

南極の海面は，調査報告の結果を線合すれば，まず氷

山や氷岩が多類浮遊してb､る海面に飴まって, Open
Pack,ClosedPaCkがあってその先は氷原に速らなっ

ているのが普通である．

OpenPackとは氷塊が無敷にひしめき合っている海

面で,CIosedPackとは氷塊が無蚊に凍りつ､､て凹凸
の激しい氷原状をなしているものである．南極に上陸す
るためにはCIosedPRckを切り進んでPermfment

Iceより､なる氷原までは行かなければならな､､． この

Packの稲は相営なもので挫定上陸地黙では艇も條件の

良い庭をさがし得たとしても，その距離は60浬以上は

考えて冠かねばならないようである．CIosedPackは

氷塊よりなるとは､､いながら，氷山に類する程庇の大き

なものも相當に混り，互に重なり合っているのでその厚

承も場所によっては欺米に逹する虚も稀でなし､ようであ

る．勿論弱い虚を選んで伴氷して行くことは常然のこと

であり， これを刷錘に割るだけの能力を有するために

は，鍵費より到翫すればNorthwind級の砕氷船が得ら

れれば大魁滿足出來る．

しかしこの程庭の畔氷船を新しく建造するには莫大な

經費を要し，限られた澱算の中では考えることさえ許さ
れない．しかし南極大陸に接岸することは天候氣象に左

右される要素が大きく，昨年末に行われた米國の南極作
戦におL､てNorthwind級の砕氷船でも難航を識けて
おり，また－方では1000麺以下の船でも案外容易に接
岸した例も多く，詰局南極に近づくことは船と航法と自
然の力の綜合の結果に基くものとしなければならな､,、

宗谷はこのような静誕の事情の下に選ばれたものであ
って，その砕氷能力は一犠な厚承の氷に換算し1米を目
途として改迭されるものである．

砕氷能力を定める算式としては，.R・Simonson7
RobertRuneberg,WIadimirV.Mendel,南波松太郎

の諸氏の報告が文献に見えてL､る．しかしこれ.らの式が
愛際の砕氷値と必ずしも足く合うようにも考えられな

し､．しかし例えばRunebergの計蝉式と疫読を比較す

るとNorthwindの如き大馬力のものは変読の方が良

い成繊を示し10001HP程庭のものでは比較的に近い
数値を示している．本船におU,ても計算式よりは多少と

も良い結果を示すものと考えられるが一噸これらの韮礎

1側のように回の

1カ所に剣同のあ

る側板を考え,中

心に築中荷重を受

け反力は浮力とし

筆分布荷軍と考え

る．勿論巌密にL、

えば鍵を老えて擁第1闘 えば鍵を老えて擁

に比例した浮力を考えねばならぬわけであるが計算を繁
雑にするの象で遮際の結果は大差がなくかつ変状に對す
る誤差は大同小異と推定されるから簡照のために前記の

如き假走を許すことにする．

この假走により最も弱､、OA断面につ､､て屈げ破壊

を計蝉すれば半雛に開係なく

、=ｲ等
となる．この場合4狸が除り小さい施閥であると浮力の

柔を反力とした假定に反する．疫際には多少とも擁があ
るのでOA織面の屈げ破壊ば中心に近い虚から溌生ず‐
ることになり船の進路の方向に向って測れて行くことに
なる．

更に考え方を､､ろ､､ろと鍵えて分布荷重と周遜を固定
した場合の凹板に對する解も，例えば駿賊躍會の磯械エ
學便覧p､292～295の計算式によって求めることが出来
る．しかしいずれの方法によるも1米の氷の間叛を割る
には普通の海氷の場合約100麺の静荷電で足りる．
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T･･…･水平方向スラスI， （｡

B. ･…船蛎 (m)
v･…･船首部の垂直反力(t)

抄・…･パi､ヅクラインと水線との平
均傾斜角

β“････バト〃クラインに垂直な職断
面と水線との平均厩斜角

f ･｡･･ ･･氷との摩擦係数=0,05

‘……|譲鍔灘…、
t ･……氷の厚承(cm)

さて，砕氷航行を解析するために系統的試験成讃をさ

がして承ると案外になくて，雌かに宗谷丸のDataを發

見したの承であるが，宗谷丸はその大きさおよび鋸首が

本船に比較的によく似ているのでこの解併は本船に近も、

結果を弧えるものと強想される．

その試験成讃は熱1表の通りであって，これより第3

剛および第4剛の曲線が得られる．

第 1 表

b)砕氷と砕氷航行

普通畔氷を行う場合には船の推力で氷を押し削って行

く場合とtrimmingpumpを使用し，紬動描を行↓､な

がら氷の上に船首をのし上げて氷に荷亜をかけて割って

行く場合と，船首を何遥も氷にぶつけて価繋力を利月]し

て剛る場合等がある

前考より後審の方が氷の削れる能力は大きくなる.本

文に述べる隊･氷能力とは前者の推力で押し切る場合のこ

とを、、う

この計蝉式としてはRunebergかProceedingsof

theInstitutionofCivilEngineersの1889年No.

2371および1900年No.3191に渡表したものがある．

a)頚の計蝉詰果の約100地というのは静荷重であって，

砕氷船がスラスI､で船首を氷にのし上げて，荷重を加え

る場合には画繋の効果が加わって来る．また氷が割れる

と船首を押し上げていた力がなくなって船はピプチツグ

を始めて，次に氷に乘上げる時にその効果が加わって来

ることも考えられる．これらの諸要素につL,てはまだ不

幸にして参考となるものを渡見しないがその効果は小さ

くないと思われる． これを正碓に知ることは難しいの

で，出来れば畔氷のDataを從來の理諭の範困に解街し

修正係数として求める方法が最も鮒単で比較的信頼出来

ると考えられる．

砕氷航行には氷を割るためにのゑ要するスラストと，

測られた氷塊の中を航走するためのスラストが必要であ

る．

前者についてほ一噸Runebergが提示している基礎

観念が考え得られる．すなわち第2固の如く船首の砕氷

附'22日'20日'22周'22日'20日'20日日

:，
12.3

95.8

354

7石.2

艘速

回韓数

指示馬力

氷の厚さ

kt

rpIn

IHP

5.う7

79.4

3127

6C9

11．57

91.9

3335

2038

14．8

100．25

3692

殆ど
なし

Tnh1

う胸k逓羽句吃水

20日 4710 5.55

22日 439う 5．25

更に氷塊の中を航行する時の抵抗を

ブロック係数

.613

．605

R=R,+Rg

R｣=c,tmVI'j R2･…･･zI泳中の辮匿抵抗

と置き，氷を剣るためにの承要する有効スラス

トをt=c21/丁と置いて，第3圖，第4園の

敷値に代入してそれぞれの係数および指欺を求

めれば

RL=0.144Vto･"5

t=16.31/T-

從って砕氷航行の所要スラストToは

第 2 回

型雰テムの価斜を大きくして，スラストによって船首を
氷iこ押し上げて行き，この際に氷に加わる荷重によって
氷が割れるとするものであって，結果の承を示せば次の

通りである,

上壽ｲ赤

を得る．從って砕氷航行の所要スラストToは

To=Ri+R2+T

となる．これより速力0における砕氷能力は最大値を示

し，これを1米とするためには約38tonの有効スラス

トを必要とする．

NorthWindが船首のﾌ･ロペラ･も使用して合計10,000

BHPで5沢の氷を4.8ノットで割り，また船尾側ﾌ･ロ

ペラだけを使用してユ0J000BHPで10沢の氷を1ノッ〔蹴蹴羊醗:〕ただしV=T
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ジチプグの効果等ﾔこ助けられているためと思われる．

本船はプロペラの設計にお↓､て低煙時のスラメ1､が大

きくなるように選んであるので盤力0の時に約43麺，

短時刈ならば約47趣のスラスI亀が發抓出来る．從って

本船の砕氷能力としては約1.1米が期待される．假に前

記のNorthwindの没綴の場合に遜い状況においてなら
ば約2米近い能力を發抓する可力蝕もある．なおRune、

bergの式で計郡すれば約1ユ5米と近似した値となり，
またMendelの如く照に捌永通の象から求める計蝉式

によれば，約1.6米の能力となる

c)推進

本船の要求航海速力は12ノブ1，であるこの目的だ

けであれば主駿關の出力は3POOBHP程庇のものを搭

倣すれば足りるわけであるしかし本船は砕氷能力を主
目的としているので4,80OBHPとし，普通の設計より
もピッチの小さいﾌﾞ画ぺうを使剛し速力0の時の有効ス
ラス1,を出来るだけ大きく‘し，かつ普通の荒天におし､て

も’2ノッI､の航海速力を發揮出来るようにし，かつ航
走の時に回鍵敷が不岱に商くならぬように選ばれた．
また南極に行くまでの航海に對しては特に航走用ﾌ･ロ
ペラを剛意して途中の基地で交換する如き方策は識じな
、､ことにした．

t
"一
柵
ｈ
１
ｊ
入
卜

一

afｷﾉ

~、ミ
％ト

あ

、

、ﾐミ
認

、

唾斫A-"W

7・ﾛや池窪弱〃
毎膠ワチ塀“’
伴丸岬‘が-'α〃 、

Z

、

〃

、

〃 、
、
１
１
１
１
１
１

う

〃／ 2ゴタゴc′〃’〃〃姪〃"必我

第3間宗谷丸のスラスI、

"
(2)軸系およびプロペラ

(a)軸の数

本船は元来1軸船であって，改迭後も1軸船と
してまとめることが簡哩であった.改装の初期計

笠としては捌綱室の大きさと船内配伽の都合から

1軸2機とし約350～400回鱒のディーゼル磯關2

機を液魑陵手を介して識合し波連して使用する案
につき研究された．液睦陵手につし､ては謹緬Zの

大型ディーゼル船約10隻の"綴もあり，本船に

は非徹に好ましい性能を有してL,る黙が多いと認

められたが，反對意見も多く，かつ航行の安全の

ために2軸を要求される藤が弧く，念に計遜を鍵

更して2刺鑑冠とし，主淡關はこれに合せて約

200回純職丘のものの中から選ばれることになっ

た．

プロペラ

米
り
凪
琴
さ

Z

第41剛宗谷の畔氷航行

卜で削ったと､､う愛概は上記の尉算式よりも大きな砕氷

成績を與えており，またRunebergの式に謎しては更
に良い成綴を示すことになる．

この1米砕氷に要する有効スラスト38睡によ‘る垂直

力は約65h-"70趣であってa)項の約100麺ど、､う値に

對し相営小さいこれは前にも述ぶた如く緬鴎効果やピ

b)フ・ロベプ

フ・ロペラの設計に際してはNorthwindの解祈を主と

して参考として，砕氷航行中の低下した速力に識する
wakefactorおよびthrustfied''ctionを推定して計

遜を行った．また本船のプロペラの肉厚は，米國砕氷船
の規絡に倣って最も薄い庭でも25粍以上とおさえ，翼
のthikneSsfraction,は0,064とし翼尖端は34粍とし
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（ロ） う・ロペラの空洞現象が各計遜鮎において發生し

な、､こと．

（'､）軸系の狼振動が使用範閏に入らないこと・

（＝）有効スラストが低速にお､､て出来るだけ大きく

なること．

（永）航海速力における主機の回韓敷および平均ピス

トン遜庇が高くなり過ぎな↓､ようにすること．

c)軸系

軸系は縦および職方向のレーキはつけない・軸系の涙

振動による危険範囲は約50回鱒に1節8次振動を, 240

回純に2節8次振動をおさめるようにし全使用範函に危

険範閲を生じなL,ような理想的なものとなし得た．軸の

防蝕はゴム巻方式を採るが，寡ペクタクルフレームとし

て全部銅板をもって惑われているのでその保謹は充分と

考えられる．

スラスI､軸受は主機翻から切り離し濁立型としミプチ

エル型の弧塵注油方式とし砕氷全力時の軸受面唾は13,5

kg/cmg程座に選んである．

尖端の糸25粍におとし普通のプロペラに比し約20～45

粍程厚くなっており100屯の静荷迩に對していずれの部

分も安全で翼尖の屈IMI難がないように採られている．

翼形は通研4翼型に倣っているが，ボス比は約30％

近くとり組立翼の]便付を丈夫にとった．また翼摂の翼素

の弦長を比較的長く採り得るのでattackangleの麹b

に對し効率の低下を防止するように心掛けた.水補試除

の結果は未だ『1．算されてし､なL,が中途の成競では効率の

低下はごく倣かにとどまっているようである．

本船の如き場合は3魏とする方が梁であるし，掴辰動

の振棉も小さくなし得る状態にあったが，砕氷船は翼の

折損を考瀧しなければならないが，4蕊の場合は事故を

生じた翼の劉榊の翼を切り捨てることにより釣合をとり

易し､ので4翼を選んだ．

第2表主磯關要目

l

l
l

薪潟鍛工所, TN8E製迭所，機關名榊

型 式

シリンダ数×直挫
×スト洞・一ク

こり･イクル袖磯直結型海水冷却

(3)菫槌 關

主議關の概要は前回に述べた通りであって，新潟鐵工

所製のTN8E型磯關で第2表の通りである．本機は

捕鯨船第15京九および練習船銀河丸の主機關として搭

敬されているものと同じであるが，シリンダ鐡氣方式は

改めることとし燃焼改善を行って､､るので約10%近く

の力遥珊大が見込まれ，正味平均有効嘩力も低速で相営

8×480m/m×花Om/m

瞳|呼稲全力|砕氷全力|航走全力力

2400BHP約2050 約2200

210rpm 175 225

467kgJcm2約4."約幾0

5.32m/s 4．43 5．67

約10.3m×約乳Imx約全6xn

軸 馬 力

毎分回純敷

正味調匂有効睡力

ピストン堂臘均速度

全長×最大幅×全高

過’重
Ｉ
画
調
袖
駿

約“砿

名 瀞1型 式'数|力 逓

葺| 。
潤滑油瀬ンﾌﾞ歯車

繊麓: |冤寡
主磯關の呼離出力は第2表の如くで210回純において

2400HPであるが,謹力0における砕氷航挿時の出力を

175回純2050HPと延び,抗走垂力は225回純2200HP

で,この時の正味2F均有効睡力は約4kg/cm2で相営低
い・また砕氷航行の場合に約185回韓2400HPを使用

することも可能であるが，これは危急の時のための総力
として温存することにした．

砕氷全力175回鱒2050HPは主として次の各項を考
慮して定いたものである．

（イ）正味zF均有効嘩力を約4.6～4.7kgﾉCTngと探る
こと．

第う回主機關

の餘裕を生じるものと豫測され，砕氷全力の計遜値4．7

kg/cmgに對し約10%程産の改善が期待され出力は約

15％の向上が考え得られる．しかし訂謹としては前記の

通り一應従来の数値をもってした．

．また本機の猫浩的峡隠として曽I索孔より潤滑油が上が

る率が大きいので，ピストン下部の油拭リングの謹更，

その他大鍵更を行わない程産において蓮全をつくした．
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第3表補 椴 甲板部

磯關室

名 群|型式|数|力 |記逓 班

|記馴ド名 藩|型式|政｜力
上亀
JIL

ヘノレショ

ウ型・2
ラム式

汽動

近 鋤

20¥鰯蕊徽)’ル
牛
犀
嘩
蝿
率

繍
デ
ル
髄
二

ゼイ
ー
ア

磯
駿

瀞

》
》ヲ

舵坂機械 |‘

3DC225V120KW

1ACIO5V15KVA

2 120Wg
X30kg/cmg

] 9ngyg
x30kg/cm2

1 70ms/H×35m

1 25 〃 ×30"

500rpm

現川の
もの揚錨機

揚貨椴

驚瀧簸

１
４
２

3t×30m/min

3t×30m'min

(5t×18m/min)

40HP 髄動揚貨
磯型

揚澗磯
鍍川

關瀞座馴鯉
謹術潤滑髄動満型
油ポンプ歯車式

騨雰同上

騨婆上 ！司上

瀞満轟鮮
繍伽清同上

蝋募饗鑿
舞夢同上
消防兼排電動縦型
水ポンプﾞ玖一ピン式

雑用水鑑 同上ンう｡

蛎鼻，電動局巻式
眞水ポンプ･同上

灘室､綴鱸）

砥動繊型

息
同

電動．

同上

竪型軸流
(可逆内装）

Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

４
５
０
２
１

砿機部

名 秘|型式|数 ’ 滋|記力 !}ド

表面型

同上

防迩通風型

主配WIfig

非稚配fu盤

蝋瀞
脳動徹流
溌祗磯

鍵砿器

蓄堀池

1

1

2

3〃 ×20〃】

ACIO5V60､

1115KVA

DC24VIKW

2500I/Hr 5HPI

P

同上 2
3HP

60HP

1000Z/Hr1

獺"ovl
乾式

SR-200型

２
４２

1200m3/Hr
×6．5xn

1200ms/Hr
X2.5Xn

45/70m3/H
×70/20m

同 上

１

Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｈ
〃
〃
Ｈ
〃
Ｈ

５
３
５

２
７

２
１
１
１
１

第4表主要な計器類

群｜数｜ 型

6尺レース
ミリングポ

ール盤シェ
ーバー附

フレオン

ガメ

|欝駕
繩動歯車式

名 式

儀
儀
駿
一
儀
一
燈
計

拙
拙
一
》
》
梱
岬

韓
磁
香
ソ
動
し
扣
自

安式大型從瓢針隣7佃

極 地用
１
２
１
１
１
２
１
１

lOm3/H×20m

同 上

500m3/min
X30mmAq

Qcu-1 (米軍貸與品）
ワ
】

レセオン大型およびSD－3蕗§註作
醗

5HP】

7.5HP

5HP

冷凍磯

主機回鍵
装涯

補助髄

晩撚ポンプ・

給水誤ンﾌﾞ

３
２
１
２
２
１

毛

２

１

また捕氣ポンプは磯關の前端にある型式であって，機

關の振励の原因となる不釣合力があるが不釣合力は重錘

により平衡させモーメントを残すようにした．この方が

船魁振動を誘起する可能性が小さし､と識測されたからで

ある．

給氣は船外および機開室のいずれからでもとり得るよ

うにしてある．

寒地行動を考慮し冷却水温庇を翻節し易いように，循

鼠丑を自由に閲節し得る外，溌機に鋤しても充分の對策

を識じてある．

鰯裂競
2.5m3/Hxl40m

冷去晒俄20mg

１Ⅷ畢到‐

、

麗
試
辮
蝉
式
睡

欝
際

袖助痩水器

循環水ポ
ンプ◇

遥水装冠

50m3/Hrx81n

5t/day
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かながら縦動揺も兼ねて摺動運動が出来るようになって

､､る．

系統剛を示したものが第6間である．

また陣氷航行の際削繼低院が急愛する湖合に操縦を誤

って機測の過速や過負荷を生じないために關速器の湖速

回弾を自由に謹更し得るようにした他に， 1，ルクリミタ

ーを近き任意のl､ルク以上に負荷がかからぬように制限

し得るように改めた．
盆〃だタグ〃ダ"

鴫面
一

函

<4）動揺ポンプ

砕氷船が畔氷を行う溺合，砕氷の袖助作業として船魁
の動癌を行わしめる．本船も雨舷に設けられたパルヂの

内側のヒーリング･ダンクを使用しヒーリング・ポンプ

で械動筋を行､､，また船首尾にある1．リミングダンクを

"llしI､リミングポンブで縦動筋を行い得るようになっ
ている．

ヒーリングポンブは2,5米の水頭で約1200脳/時の能

力を有し可逆斡型で25馬力畑励淡によって畷肋され，2
選を袋附している．周期2分で片振梱5.の横動猫を行
うことが出来るようになっている．

トリミング蝦ンﾌﾞは9.5米の水頭で約1200"/時の能

力を有し可逆純型で60HP髄肋膜によって卿肋され1
蕊装附されて､､る．約4分で1･のトリムを輿えること
が出来る．

これらのポンプ･は急にハンド､ルを反鱒にとっても差支
えないように安全装澄として砿磁ブレーキと顔イュ､リレ
ーを有し自動.圏肋装澄となっている．

またこのl､ミリングポンフ･を使用しても1米の氷を劉
り得る能力を有するがこれは本船の砕氷能力には加算し
てない．

これらのポンプ'は機關室の前方にある補機室に据えら
れ操縦装遜や必要な計器は操作蕊上にまとめられ取扱､、
を容易にしてある．操作蕊と船橘間は髄話で述絡を行う
ようにしてあって，またタンクに注水程度を知るために
は交流の遮氣接鮎を有する標示燈を操作蕊に設けてあ
る

またトリミングポンプはヒーリングポンプに比して使
用率が低L,から大辨kポンプとしても蛾用出来るように
配管してある．

従来わが國の砕氷船は氷にとざされた場合，船魁と氷
が凍結し合うのを防止するために毎時約20睡/時程庇の
温水（約59｡C)を撒布しうるようになってし､る．本船

は最新の外國畔氷贈に倣って俄動筋によって凍結を防止

し砕氷を援ける方式を採っており温水は第二義的とし

て，理に温水を撒布し得る程庇にとどめた．

また本船のヒーリング誤ンﾌﾞは溌勅猫ばかりでなく僅

＋
１
斗
零
１
票

或
恩
約
両

蝋

函

雛厄 端11

第6間動協ポンプ配摺霧統圖

(5) IceChest･

主機關等の冷却水および海水關係のポンプ･の吸入口が

氷によって閉塞したり冷却水温度が低すぎたりするのを

防止するために從來は大きなIceTgnlrを設けたⅡce

Tzmlrという名稲は少し愛な名稲であるが用途は船底に

設けられた大きな海水溜である主機の冷却水等の出口

をこれに導き温度調節を行い得るようにしかつ新しい海

水の流水逓を域じ，流入した氷をとかし得るようになっ

て、､る･

1

脅
氷
蝋
心
好

第 7 園

本件は米國の砕氷船の仕厳に倣い第7団の如き溌造と

し非附に小型としている． （未完）
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船禮外板の測地線展開法

について

三田村利武
三菱11本皿工莱・掴続廻繍厩

として考える

ィ）各肋骨線の外板の上下識との交鮎をチョークを

綿糸にこすり付けたチョークラインで打って結ぶ．これ
を假肋禄線と呼ぶ6

画）外板の中央晦丘の肋骨線F105を韮準肋骨課と

し，そのほぼ中央に韮黙A5を求め7A5を通りF105

の假肋骨線D5E5に直角に瞳課X"Y'をチコークライ

ンで打つ．この直角は正砿に求めること．

ノ､) X'Y′とF104およびF106との交黙A.l is
よびA6を求む．

=)A・Iを遡りF104の假肋骨線に直角なi鰄典とF

105およびF103との交鮴B5およびqを求む．こ

の際，注蔵することはB5,A',QB,が必ず一種線上に

あることである．幽蕊には蕊雛になるので，この魎胤は

引く必要がなくB5およびC3の鮎を求め得れば足りる．

赤）各肋制･線に沿って瓦Xi=6葱》にA3鮎を求む
この際A3はA1に對しA5のほぼ對捌立睡になる．

へ）同穰にBJAsC2がF103の假肋骨線に直角なる

ようBJJC2を求め軍I=6墨なるようにAｮを求め
ろ．

1． 序 論

曲面上の二定職を結ぶ暖短曲線催測地線であり，もし

この曲線が可展而であればこれを平面に展開すると測地

線は直諜になる．従って船繼の曲面を包む外板を平面に

展開するのに船膝工事用正面線圖上に簡単な工程に依り

近似的に測地線を求めることが出來れぱこれを基準とし

て外板一枚を－學に展開できる課である．

御存知のように基線展際法は簡単であるが，誤差が大
きく，使用範園が限られ，奨金邊法，泌邊避難(湖¥鹿が

良ﾙ､が面倒である．本方法はこの禰者の特色を生かした
もので，前者の如く簡単な工程で容易かつ弧逆にして誤

作の率が少くかつ後者の精庭に劣らなし､充分な糖度を持

っている．今，この具魁的方法とその注意事項および簡

単な解析について述べて見よう．

2． 近似測地線による外街展開法

i)エ事用正面線圖上に基準肋骨線に直交する近似測

地線を求める方法

Fig.1は工事用正而溌岡の一部を示すものとし肋骨

線F100から肋骨線F110までのﾀl板を展開するもの

とする．この場合，これ等の肋骨心距倫釜部等しいもの

’
張らhi－－

?QZE

p

§
訊
一
い
》
咽

訊
一
い
》
咽怠鳴

へ

埴
へ

聡

「
一
○
季

「
一
○
季

U 祠
一
○
四

、
ト
ｂ
池

、
ト
ｂ
池

－

向
卜
。
。

卒
踊
卒
踊

嫁
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、、
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F多 1ル
南
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Fig. 1.
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qq

一

一｡~
一●一 国

と殉

一一廿一

聖一一 B.L

言FIO0 FIOI FIO2 FIOS FIO4 FIo

Fig. 2.

FIos FIo7 Flog FIo9 FIIO

卜）以上の如くA5を基黙として前後方向にAo,

A1….…..A9,A10なる黙詮求めると，これ等を結ぶ曲線

XYが展照された時F105に直交する面灘になる近似的

に求められた測地雛である測地線は－段にX'Y′に沿

ってS字形になる

F53CO

雲
Ag

ii)測地綴および上下縦縁シームの寅長定木を求める

方法
～

ィ) Fig.1の測則蝿XYに沿って薄ﾙ､バッテンをあ

ててAo,A1,･･…･A,,4,0の鮎を拾う.、

rr) .Fig.2に示す如く現岡床上に線圃工辨の際に引

いたフレーム・スペース・ラインを利用し，この上にベ

ースラインからそれぞれHWHnAUAgj ･････…･AoA10に

等しくalya2].….a10を求む．

ハ〉バッテンをa]JalIagQ…alO鮎に沿ってあてこれ等

の鮎を拾い上げると測i蝿の変長包くが出来上る．この
"ao,a'詣よびa',a10MIII貝指定された位砥に前後の縦
線パプトの位遥を求む

＝）基準肋骨線F105の展開した場合の假肋骨線
(Fig.13の"E5)と測地腺(Fig613の"XY)ど

の交鮎位遜をF105のパブクセット退だけずらして基

準直角線位瀝として測剛蝿窪長ﾗ劃くに明示しておく．

(Fig.5参照）

ホ）上記パツクセツト通すなわち展開肋骨線曲過

(Fig,13における蕊蔑ﾌﾗ．を求めるには腱型を用､､ろ

一
一
一
一

一

一
一
一
一
稗一酢

一
一

一
０

－

戸
－
８

－
一
〆
一
一
一

一

一

一

一
一
一〆
０
‐

し

０
Ａ
樫
恥

５
４
Ｆ
Ａ

－→

Fig． 3．

Fig.3は例えば肋骨心距FS=800粍の1画1とする・す

なきつちAGから800粍の鮎AG′より適営な間隔で固の

如く直線を引いた板型である． これによるとFig.1の

XSX5に等じくFig.3にHmAEを取るとLA3A5A6
は肋骨切断面と測則畷とのなす角になる.從ってFig.1
のHEF5に等しくFig3にA5F5を坂りF5より

海悪7に垂線を下すとHEX3がこのパックセット量にな

る．これを鍾壌に使用する際にはFig.4に示すように

正面線圖に當てて直ちにAaA:の量を知ることが出來
る.Fig. 5に示すようにこの量を定木に示す時にF

,05の右か左かを間違えぬことである．
一波に船魑のﾀ鯉は外に凸である場誉には展開し定板
の肋骨線は船燈中央向に曲るものであるから直角腺位
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証A/5はその反對方向，

すなわち，船首船尾方向

にパックセッ I､逓だけシ

フトして印されるべきで

ある．

へ）上,下縦綴シーム

の変長の定木も同様な方

法で作り，肋骨腺および

減縁バツ I､の位避，基準

のW､L.,B.L.j内部繊遥

物の位置を求めておく

"IJ･く位遜を拾う．

ハ）以上の黙を拾う際に股密にはカースバノテンの

心と外板の断面の心とがも－．致するようにして拾う必要が

あり，特にFig.6に示す如くﾀ1板が上板にな為場合に

は外板の内面で罫書を行うとしてW.L.JB.L.)内部榊

迭物の涙付位涯は外板の内面の位磁より剛に示す如く直

角に板厚の心に移し坂るべきであるが，測地課を肋阿‘繰

上にて求めた場合にはその交鮎を板厚心に移すには中央

基準肋骨線の催肋骨線に直交する直線(Fig.1のXY')

に平行にﾀ賑の板厚心挺移すことである．

二）祇識バツ】､のカースも同探にして正面継側より取

るかその前後の肋骨線の長さの差より判獣して求める．

水）これ等の拾い取られたガースパプテン上の諸鮎

は整理して他の幅定木に移し仕上げる

iv) その他の型

イ）鋳物収合の如く複雑な形の部分は適岱施困唾切

って擁邊法を利用して部分展開を行い一部型を作り到謹

| ｜ 、
I

１
５Ａ』 ’

||“

iii)輻定木を求める

方法

イ）カースパッテン

を工璽X用正面線圖の肪腎

線に沿って常て測地線お
Fig･ 金

i IF6oツ IF‘⑨4 ① 1F』” lFr“ |F1．7 1ROI IF1靴砧DUr ,§

病
云
明
蝋
也
帯
一

“
桶
捲
寺

測地銀喪鳥定木

;RII地蕊
一

上郷〈参一A

些埋u4｣斗一里』 I

F采ラーム
｢宇瓦…

幅定木

Fig． 5．

の際に用L､る．

ロ）外板加工用の曲型は從來の方法と同鎌に作る．

この際,求められた測地線は展開した時に直線香，曲加

工すれば曲線になるのであるから見透線とは異る故，注

意すること．

以上で現圖工場内における作業は雑る．次にこれ等の

定木を用いて鋼板上に展開と同時に罫書を行う，ずなわ

ち現闘工場の床上には展開は行わないｵつけである．

v)定木を用いて銅板上に罫謹をする方法

証）・鋼板上に基準になる展鮒測地線を引く． これに

はまず測地線定木により外板の前後端と基準肋攝線F

105の大磯の位遜を知り，次に幅定木により測上雌胤が直

〃ザ

｡

～し’

Fig． 6． 線になることをにらんで上下綴の形を邦断し外板の輪廓

よび上下識シームとそれぞれの肋骨線との交酷を拾って が鋼板上よりはみでないように展開測則聯曝開すれば

求める． 直線になるので以後基準直腺と秘す.）蓮チョークライ

ロ）これと同時にウォターライン’ パウアンドパト ンで打つ. (Fig.7)

シクラ芯ンの如き基準ラインおよび内部郷遥勧が外板に ロ） この直線上胆測地線定木（基準線定木）を當て
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つ． (Figb9)

＝） この華準直角線にF105の幅定木を雷て上下縁

シームとの交鮎位澄を印す. (FigblO)

水）激織接手（前後端）の幅定木によりFig.10の

如く極の幅方向の位錘を墨垂で印-r..この時，長さ方向

の位涯は未決定である．

へ）上F1ごシーム変長定木密用い，それぞれの定木の

F105の位涯を＝）で求めた位澄に雷てホ）で求めた雨

端板桶位羅にシーム定木のその黙力球る如く定木をカー

ブしておき，板の四隅の位鉦を決定する．この時，各肋

骨線とシームとの交鮎蓬長さ方向位涯のみ墨差で印す．

但し幅方向の位冠は未決定である(Fig.11)

I､）基準直線上に求めた肋骨線位涯に幅定木のその位

涯を勝て各肋'I¥線の上下総と交る殿琵決定する．この際

W､L.J B､L､，内部概造物等の位遥を同時に罫書いてお

く (Fig､12)

チ）タ版の輪廓，肋骨線W.L.,内部構迭物,ローラ

-IMI心，板記競，その他工作上の心要事項を記入すれば

罫番は終る一部型を必要とすれば用いる(Fig.13)

'一－－－－
Fig. 7

0

旬

斗

Fig. 8

キ ・

一--1------,

仏

Fig. 9．

1 ‐
ー

■

‐計----一、_畠 ：や －一.

上

Fig. 10,

▽i) 本方法を用いるに際し注意すべき事項

イ）以上のことは各肋骨心距が等しい場合であるが，

船の船首船尾に行くと肋骨心距は一般に狭くなる．この

愛化のある所は注意を要す.る例えばFig･1においてF

100-F103まで肋骨心距が800粍でF103～F110ま

で肋骨心距が685粍であったとすると，

AIBj :CgAg=685 9803

になるようにA2黙を決め後は等心距の場合と同雛に求

めれぱよい、

戸）一般には除り考えられないことであるが，蕊一

ﾀ賊の縦曲が急激なため隣接する肋骨灘の正面岡間隔が

非粥に差がある場合で等心距の時は庇型を用いて修正す

ることが出來る．

-----F．－-一一~，‐
， 1 1 1 ↓ 、 ， 、

Fig. 11.

1
◆ ＋ ◆

I
一十・ ＝一

一一
古●ー

ﾔ 4L 4

Fig． 12.

(F105のI鋤僻陳位冠）

縦を罫謹く． (Fig.8)

基準直角線位艇(F105の般肋僻腺位冠）および各肋胃・

線位睡前後端臓証を罫書く. (Fig.8) 、

ハ）韮準直線上の些準直角線位遥にてピームコンパ

スを用いて基堆直線に直角を掛けチヨークラインで打

’

円

門１１引
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「
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ゆ
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ぺ
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Fig|． 13.
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I
例えばFig.1においてF102～F

101とF101～F100の間隔の差が

非悔に大きい．すなわちBgA1と

6両ｪが大錘堂うものとする. Fig.

14の如き陸型よりA,B2=DE)

E XIC'=万万なるEおよびFを遡
る庇型雛琵見つけ， これに沿って

F率＝百百なるG鰯より基線、
に垂線を下してF線との交りH鮎を

，求め,HE'=CcAoにAoを決めれ

ばよい．この場合でもAgBgの逓が

さほど大きくなければ問題にならな

交る黙A3を求めるに

はF102の假肋骨纏に

直角にBIAgCiを求め

BIAL=GIA$にAKIを

求めることを前に述べ

たが,このことについ

て解析して見る.Fig.

17 (3:Fig.16を何等

かの方法で充分正碓に

展開した剛であるとす

る．Fig.16の大文字

がFig.17ではそれぞ

れ小文字に相瀞するも

のとする. Fig.17に

鏥いてflO2を振分に雨

FS800

奇ン

意＝二二

＝
菫
一

＝

一
一

BL

Fig. 14 し、メ
ハ）中央基準肋骨線(Fig.1でいえばF105)に直

交ずる測地線が一枚の外坂全脇に渉らない場合がある時 Fig． 15.

は適當方向に測地線を同じ方法で求めて行って

よい．但しこの場合中央基準肋骨線と測地線の

展關交角を示す型を作ってやる必要があるV)

のﾉ､）でピームコンパスで直角を掛ける代りに

この型により基準肋骨線を引くことが出来る．

＝）測地線が船艦平行部にI可って進んだ時

IXFig.15の如く､平坦部は各肋骨線が-.致して

いるのでこれを同じ考え方で求めるとA5,Ac,

A7 となる.Ag,A3,A1と求めて来てA6に留

めなし､ようにずること．

永）近似測地隙詮求める際に肋侭獺農との交
一一一

鮎をB5A5=Q,A:K, .BIA4=CgAgとA3,A2を

求める時にこの等しく取ることは出来るだけ丁

寧にやらなし､とその誤差は倍加される故注意す。

ること．

『0－

6コ

－
0 ■

,〃

－－－F

山

ヤいr

四
ロ
ー
↓

一
一
一
｝

Fig． 17.

3．解 折

肋骨心距が等しv､ある正面鯉剛の一部をFig.16に示
す．この岡上でF101およびF102上のA1,A2が醜
に分っていたとしてこれ等の黙を通る測則蝿がF103と

方に奨金選法により展關されたとすればFig.16のF102

に直交する直灘百IXZai l*Fig. 17ではflO2に直交す
る直秘.bla鋤となる．またala2鋤は測則蝿の展開であ
るとすると直恕になる．所で船i豊外板の如く大きなカー

ブで囲まれた一部を等間隔の肋骨級で切った場合の展開
面においては展開された隣接する肋骨線は変喋には殆ん
ど平行であり，その肋骨線間隔も殆んど竿しい従って

"ala2bLとZa3ag"がほぼ合同となる故訂1両と罰藏．

は殆んど等しい、従ってFig.16のX1Frと海C5は
等しいと考えられる

所でこれ等は殆んど竿しいのであって全く等しいので

はない．では一・腿どの位の誤差が生じるかというと，そ
の原因としては次の四つの黙が考えられる．

i)展開した肋骨綴の間隠力逢く等しくないこと，す
Fig． 15.
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’なわち,Fig.17のZIとI望と力尋必ずしも等しくないこ

とである．これは外板に縦曲があることlこよるものであ

る．この識篭率をαとすると，各肋骨線はそれぞれ平

行でありJA1U｣=Sとした時，

地－11
CE=~-I1~-

で，その誤差の侭はasで表わされる．

この誤差は後述の他の三つのものより一識大きなもの

であるが,船股船尾部のカンI､の碗型をなす所を除いて

は極めて微股で鯉際には0.045粍を越えて出てくること

がない故問題にならない:.前記方法ではsの通は中央基
準肋欄.附近は小さく前後に行くに從って珊加するがその

便はさほど大きくはならないし，“の侭は微小で一般に

は0.0015以下で,カン1,の一部で急激な正面肋'間諜間隔

の墹加で遮際には0.06位になる所があるが,この所は従

来師型にするか，正面線間の肋胃線力牧い難い馬z再訂お

よび側面I別を利用しﾀl板に直角になる特別な肋骨線證假

想して展開し一部型を作って前記方法に加えてやった方

力喧利である，但し如何に徽111の弧ぃ部分でも肋棚[極

を更に迩岱に卸1分して行えばより正確なものが求められ

るわけであるが，前記vii)のロ）の頚で述べた如き

方法をとってもよい．

ii)展開された肋､級がそれぞれ垂くzF行でないこ

とすな』つち,Fig.17のflO1yflO2,flO3が平行で

塗いことであるこれはﾀ賊に振れがあることにより生

ずるものである. flO1とflO2のなす角を01, fl｢2と

flO3のなす角を0"面熱扉詞と箇灘a6a":)との交

角を紗とする. I1=ﾉｭなる1噸こ

asc3-albl.ならばβ＝一
albl :

’ ｍ
一
一
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Fig. 18.

これにより生ずる誤差はγsでこの便は更に小さく笈溌

に0.001粍を越えることばない．

iV) Fig.16の正面線岡で直線にした冨孟冒画が

Fig.17の展開岡では厳密には曲線であること

すなわちblagc3が曲線であることである． この曲線

(XFi暦.1により判断すると一波にS字型になるこの

侃最をflO1で41,fl03で42とすると，この鍔で

あらわれてくる誤差6は4，と4浬の差であるFig.16

のB1X2=L1,AgC5=L2, F101とF102とのなす角

⑪1．F102とF103との侭れ角を⑪2とする今これ

等の肋舟'峨巨間を無限に等分し，その極限より偏避を求

めると，

、 1 ，苧 ÷、…へへ、
(L (3⑪4 ,-Ld) 1-1.⑧2）1＝
24

(02＋紗）
)一－

j3=-ggggK二塑二聖g
cos(0g+ジ

ニより生ずる誤差はβ1

1

4些＝-24 (L2-L,)(3｡+｡)

とたりこれにより生ずる誤差はβSであらわされ､る．

礎蕊にはこの側説一段に0.008粍を越えるようなことは
松りない.更に問題にならな､､、

iii)展開された肋骨線が曲雛であること．すなおち，

夕販に職曲があることによる影辮である．今，簡単のた

めにll==Ig=1J 01=02=0であるとするFig.18がその

展開間看各肋骨線がbi,a2,ci;を頂鮎とする二次の拠物

線であるとするとγ=a92二聖-であれば
albl

γ=7割す, ≧こにh箒箸.、
但しI,h, S,B,bはFig.18による,、

従って

，=‘圏~j[=*(-)(⑧曾一｡）
変驍Iこは6の便は0.004粍より大きくなることは二段輝
なく， ル鯛のフアシヨンフ･レートの附近で0.006～0.008
粍，船尾のカンI･の所で0.055粍が最大である．

これ等の謬窪を綜合すれば相殺されることもあるが
最悪の場合でも－般に0.06粍を越えることばない． こ

れ等の瀞澤も蕊催肋骨線附近ではSの慨が小さいので極
めて小さい.そこでHIEI=AIC5であるとして愛擦に差

支えない？これを変例にとって見る.D.W､10,000Tの貨

物船のA板のF24～F36の例を拾って見よう．これは縦

！

565



Fig． 19. 4．詰 語

肋骨番暑｜上維ｼｰﾑ 板中心線｜下総ｼｰﾕ 以上述ぺた如く精度の酷についても何等劣る〃rはな

くj前述の方法で行えば奨金遙法の半分の工数で済み，

從って工期もそれだけ短縮出来るし，現岡場床上に展開

ﾌ1誕であるので場庇を〕反らな‘､故他工JIFを進めることが
出来る．

從來使ｻつれて来た基線法は誤整が大きい故その使用脆

困が限られているものであるが，それがどの程庇まで使

用出来るか砿たる判別方法はなかった木方法により工

期棚正面線圃上に迩似川I雌典を引くことは極めて容易か

つ迅速に出来.さほどの熟練を要しなし､故，これを求め

て見ることによりその範閏は誹り然として来る．韮線法と

{湖I地線が正而線圖上で直線になる時の特別な甥合であ

る．

本方法を使用する場合は始めより仕上罫書を行って差
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①測地線法，②真金逢法，③捲線法に依る各肋'm･毎に生ずる誤差

一の符易ば正しい位柾が夫盈の方法に依り得られた点より肋‘冊線に沿って下にあることを示す．

どば6（唾十β＋γ）と6の綜合された誤差，4は前肥iv)頚の誕由で各肋'11･線間に生じる偏莚で混金
送法の誤差となる．

i)

ii)

iii)

曲，繊曲，龍よび握れがかなり弧い外板である．計錬の

価宜上，板幅を’米とし正面線岡上の肋骨線間の距離を

上総下綴および中央にて拾ったものがFig.19に示す

もので，これを本方法と奨金超潟韮線法の各肋骨線毎

に現れる誤差を粍単位で表に示したのがFig. 20であ

る．これによるど本方法が一番誤差が少く，眞金暹法が

これに次ぎ，基線法が一番箭庇が悪い．

なお上記誤差の諸式の求め方については造船協會論文

集（29年秋）を参照下されたい．

支えなく，特別な場合でな↓､限り再罫書の必要はない．

もし社雛なカーブでかなりの携鍛加工を要する板があ

り，加工による上，下織中央等伸縮代を磯め知る必要

がある場合には氷方法により現岡床上に展開を行い，展

開された肋骨線のIIII鐙とその鮎における正面線間より直

接求めた曲堂との比較および，展開された肋将線と測地

線との傾角と正面線岡から直接求めたその黙の厩角とを

比陵粛ることにより板の上下縁および測i蝿!附近の伸縮

丑を判断出来る故,伸縮股を含めた長さの定木を製作す
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’が，前述の如く正面線圖上の假肋骨
線に直交する直線により，展開面に

おける該肋骨の暇肋骨線にも直交す

る側地線の方向を知ることが出来

る．

Fig.21は正面線岡の肋骨線の一

部とする今DEを通り外板面に

直交する平面と外坂との交継は曲線

でDA/Eで示され，このﾀ甑曲面の

F105附近を局部的に柱面と考える

と、曲線DA'EI"I板面上のD,E

鮎を結ぶ迩似的な側地課と考えられ

る．すなわち，展開した時に直識に

なり展開假肋W懇になる．

AF_LDEとLAE,で切った外

板の断面を考えて見るA/は曲諜

ることが出来る．但しこの定木は最社の罫謎洲のみであ

り，この場合， .上FF,繊黙一ム定木は隣接する外掘こ兼用

に必ずしも使用出来ない．仕上罫書を必要とするなら伸

縮趾の含まれない加工後の仕上長を示す定木，すなわ

ち，エヨ”正面線間より従来の方法で直接求めた長さの

定木を用いればょ､､．

さて，以上述べた如く本方法が從来の方法に較べて如

何に右利であるか述べて見ると，

i)方法が簡単であるので，如何なる現岡工にも出

来る. 4"Uの熟練を要しない．

ii)現個工場の床上に展開を必要とLないので，工

期，工数は従来の半分で済皐，工副”の場所をとらず，

封料も少くて済む．

iii)理論上の糖庇は他の方法より遥かに良し､．

iv)基線料鋪睡が悪いが， その他の従来の方法は

外板を各肋胃線毎に唾切って床上に展開し繼ぎ合せて行
く方法で，その何れか一つ力澗遡っても駄目にたるが，

本方法は一鹿に外坂一枚を鋼板上に展開と同時に頚謝出

来るので，工程が簡駆で從って誤作を生ずることが従来

よく少くなる．

以上の如く，本方法は良いものを安く早く輩るという

生産者の三大原則に常てはまるわけである.

また，この近似測地線を求める方法は他Iこも懸用出来

る．例えば，シームを直継にしたし､とかあるいは，雑

踏鋼材迩丑の約30％をしめる外板の材料を注文すあ際

に正面線間より展開を行わずに測地雛のみIこより直ちに

短期間に必要ぎりぎりの無駄のたし､材料坂を行うことが

出来，注文鋼赫の低減にも潰献出来るわけ香ある

鼠間面

I匡

板の断面を考えて見るA/は曲纏
Fig． 22.

DAEと平面FAAノとの安鐵で，

FA'ェAA"･..…のとなるまたzF面DFEAと平面F

AA'は直交しDE｣_HTであるからHA'」_DE

･･･…②である．①,②よりFAと4Eとにより決定

されるZ門司DFEA′とAA'は直交する從ってAA｡

は平面DFEA/上の曲線DA"Eに直交するこれが展

開されてFig.22の如くなればDA'Eは直課となり展

開假肋骨線となる．従ってAA'はこれに直交すること

になる．

本方法は外板面上の直交する二側地線DA'Eおよび

XA'Yにより，これを骨組として－翠に外板一枚を展開

する方法といえる．

その他，船

股以外の曲面

の迩似展嚇二

軍いても船の

肋骨線の如く

等間隔に切っ

た線の正"MI
岡が求めら恥

れば利月]出来

る』つけでその

應用範函も狭

くはなかろう

A･F時的

Fig､ 23

ii)肋骨線上にて求めた側地線を外板の板心に移すの

に華準肋骨線F105に直交する直總(Fig.1のX"Y)

に平行に移すことを前に述べたが，その理由は次の如く
も

なる．

Fig.23に見る如くF105のA5をﾖ僅僅として求めた

垂緬鯉園 備 考

i)正面線劉上の假肋

骨線と展開而iこ語けるそ

れとは異るものであるFig. 21.
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の差は極めて小さく, 41=41",49=

42′として変壌問題として差支えな

く,AoAo'/XY',A,0A,0ﾉ/X'Y'

としても差支えないわけである．

iii)曲りある外板を曲げ加工す‐

るのに用いる曲型を作るにはFig.

24示す如く見遜泉は側地擬に無關

係に求めて蓋支えたし､、外坂一枚

毎に大髄板の中心を狙って見邇亘

線AFを打つ．南端パブ I､の線と

の交職A′およびB'よbAA|'＝

BB'にとり，これ力決魁500粍位に

なる如くA,B鮎を決め，このAB

間を曲型の必要な肋腎心距に比例し

て分倒し，そ恥ぞれの肋栂の見塞砧

を決める．この見遥馳と見透線を示Fig. 24.

）

Fig. 25．

側地線が，それぞれ,F100およびF110と交る黙を

h儲而,壺毎との偏最を』1,4gとし, F1[5の楓享
心A5'を基準として求めた場合はそれぞれA9/,Alf,

となbXﾉY′との偏避を41｢342Jとすると)41と41ノ

および42と“との差が問題になるのであるが,外板

の板厚をTとし,F105とF110およびF103との

なす角を⑧,および⑧2とすると，

‘』~"=器(⑧,愚÷“(3⑧,+”

‘型~』ゾｰ器(⑧圏豊十⑧,9)(g⑧奥+⑳）

す曲型を各肋骨毎，あるいﾔ津.っ遇き程度に求める． ま

た,この曲型にはﾀ版と合せる時の角廃を示しておく．

雨端パットの曲型は隣接ﾀ版にも兼用で使用出來ること

もある．

これを加工の際に使用すあにはFig.25に示ず如く外

板にあて，タ版との傾角が曲型に示された角庇になり，
各曲型の見透鮎が一臘謀上となり，各曲型の見透線が－

Z月面になる如く曲加工を行えばよいのである．

龍型とはこれ等の曲型を固定して組合せたもので，左

右舷を別々に作らねばならぬ．

鐙初からタ睦を仕上罫書すれば，曲型をあてる際に

上’下線シームの位遥をおさえてあわせられる故，見透

線の位遜を外板罫書の際に外鋺面上に出す必要はない．

となる． この式を笈際に胃蝉すると⑧』,⑧3は1より

遙かに小さい数であるし,Tも除り大きくなし､ので，こ

三菱造船本祗虎の門から丸の内へ移鱒

三菱遥船株式會而土本赴副鑑所は7月4日港厘芝琴平町

（虎の門）から下記へ移韓した．

新事務所 f

東京都千代田厘丸の丙2丁目4番地

三菱本館1,5,6階（丸ピル南隣）

髄話東京（28）5111,3111,0331（代表）

ただし株式鐵吐は隣接八重洲ピルー階

電話（28）9951-4
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中 嶋 司
海上促安切・麟胤技，醇都

高凍艇とディーゼル機關の適性

について

1藍えがき

戦後高速艇の進歩普及はめざましく，租識こ庇い分野

に亙って使用されてし､る．一段に高速艇と秘する中にも

蝋に形の承が高速礎に似ているだけで号泳遥型の船と何
等差異のないものから，競走誕や魚雷艇の如きものまで

が含まれることが多い．ここに､,う高速誕はいわゆる3

乘1M蝿の範閏を越えて高速部分を使用することを目的と

したものに限って論ずることにする．魚密艇，巡覗挺，

鑑覗誕，高速交通艇および遊覧誕等がこれに含まれる．

近年は毎年数多くの高速挺が作られ、他かながらも轍
出さえ行われるようになって來たが，未だに数多くの失

敬力混られる．例えば恐走通りの高速で使用出來なくて

いわゆる3乗曲線の船と何等差異がなくなったり,綴關が

無理をして故陣力鐡發して不滿足な結果を與えたり高速
蕊の死命を制する如きものか案外に多い．この原因の大

部分は船確の基本計謹と駿關の選定の適性添良に基因し
ていると考え得られる高速艇では駿關が船に良く通合

してし､ることが最も重要で，從來秘の見る虚では，造船

技術者は遥駿技徹者との速藷が悪くﾛ餓關の呼荊性能の
ゑに頼り，また趣機技術者は船そのものを理解しようと

しないで只いわれるままの出力の磯關を推畢して反省が

ないといわれても弁解出來るであろうか．高速艇にディ

ーゼル椴蝿を搭峨する場合は特に困難な場合が多い．

ここにおいて高速艇とディーゼル磯關の適性の難かし
さについて平易な事柄ではあるが今一庭蕊理して象るこ
.と.とした．

2．速力と出力と重量

高速艇の速力と出力に鋤する剛表はテイラーの水榴試

験による図表などがあるが,完壁というには少し早い．
､本文においては維果の承到れば良いから変績を對照とす
ることにする第1岡は防衛鰹技術研究所の戸田技官源
集計して發表したものより採ったものであるが，この圖
､によれば出力に相常の差があるけれども，水梢試敏，フ・

ロペラ昔埋および駿關の運輔成績を解析して行けば出力
の推定が低く採られたものが多↓､ようである．同圃の曲
溌の幅の中，上左側兎位の幅が迩當と思われる．これは

以前には童､,ﾌ．､ロペラを使ったり，試運鍵の時に速力を

高く篇刷りする顔向があったがその名残が出ているもとと

考えられる

暁
〃
Ｉ
肝
云

‘〃

恩

C

”

割

I
晶ア ” ・えガ 剣〃 蝋』 ユ〃 幻〆

第1圃速長比と排水量営り馬力
（ただしBHPは淡關の呼稚出力をとったもの）

さて高速艇の排水避1廼営りの出力,および1HP"

りの鋤k逓を速長比によって整理すれば第2団aおよ

びbの通りとなる．

本圃で明らかな通り高速艇の1廼営りの馬力は相當大

きく，3乘曲腺施困とこれを超える部分では数倍の差が

ある．また1HP雷りの重量も高速部分では小さく，

至力として探られるべきV/1/L>4b5以上の範函では

25kg/HPにも足りない．これは躯逢彊の約と”､である．

3． 計愛排水量と使用排水量

高速艇の基本計遜においても普通には大型艦艇と同穰

に粥備状態をもって行うことが多い．

航綾距離の長い，行動日数も長い艇では滿載排水量と

諦備排水丑との差は5％近く達する．更に計霊凱永逓に

對し完成排水量は数％も増加している例も珍しいことで

はなく，更に愛用して二三年もすると物品の捻込承や譲

装の変更やその他の不明重逓の増加が大きくなり10％近

くも増えることも稀でない．
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かくの如くして計笠排水遼腱戦し使用観泳逓は15％以

上も珊加してb､ることは珍しくな$,､､．また艇のある速力；

に謝する所要出力は，この程庇の重避塗化に識しては亟

逓に比例する従って艇の所要出力も頑避の珊加に比例！

して珊加される．

結果として逵力は陸しく低下する．その低下ば出力が

不足した鯏合よりも陸い､のが普通:である‘、

蕊3岡は21米高速艇の渡例であって，この雑は討識．

織油財<近は9地であって， これに對しシリン〆直礎

170粍の12儲過栽綾關が迩淀された.途中計錘逓か“．

砿に改められ“廼で迩軸試驍を行った溌深は約21ノッ

1､を得られた完成総怖労l永量は約46趣であって重､、

ものは48瞳に達した．使用して二年目の今日において

は約50砿に達しており，肘掘の状態では約13ノツ1･が

やっとで，樹淵を-杯にしても16ノッ I､が困難である．

このような結果は磯關の正EI謹効､動の制限からくる．

のであって，雑のう眺堂が珊すと同じ正味猶効睡力を發

揮して､､ても回韓政が低下して出力も低下して､､る．例

えば上記の21米高速艇の44麺の場合は全力の正味zF均旨

有効睡力は8kg/cmgで荊瀕は約6kg/cm曾であって迩

力は重力20ノ弓 1･,轍照14ノソ 1，であるが, 50趣に

墹加したときの全力はﾕ6.5ノッ1,1300HPであり，儲鯛．

は12.6ノツ1,760HPであるすなわち繕照出力は全力‘

14DOHPの約55%となる，

4．機開の出力

高速樹淵の出力の定め方は製法曾赴によってL､ろ､､ろ‐

と通､､，大抵の幽翻は陸上の迩韓蕊上で出し得る安全の

限魔であると考えて問遮はないただGeneralMotors

の磯關はある程鹿総力をもつ蝿められて↓､る･普通の
商船用の低速機關は呼榊出力の85％程庭で使用して問

題がなb,し,中速機調においては約70％の出力で使用し

て先ず差支えがない普通の商速艇用の磯關では後述の

如くある程庇無理をして出力を高めてあるので70％以

上で迩識使用すれば齢り良l､結果を與えな､､、55～60％

が先ず一杯の虎であろうと思われる．

高速駿關も商速艇に搭赦されたときは駿關の性能と船・

の性能を組合せて考えられなければならなL,、

煙長比V/･1/L<3の範函では雑の有効馬力EHP

は速力の約3乘に比例する.それ以上高速の部分はEHP

は速力の1.8～20乘に比例し，更に滑走状態となると更

に小さな数を採る．

またﾌ，ロペラの効率は排水量型の船にあっては全力よ

り分力の方が効率が良いが，高速艇では分力の方が効率：

が悪く,誌果として高速部分ではBHPは速力の1.3～1.7J

乘程腱に比例することになる，

一
潅
一

，
ク
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岬
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靹
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１
が
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鍋
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第2岡霊逓と馬力
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趣『米艇の没讃では大燈次の通りとなっている．

EHp=C,V1･G

BHP=C2Vl･恩

またプロペラ回純鯉のスリップ'の影審を考えて正味平

均有敷艇力を求めてゑると，

第四岡BHP=C:INg･3であるから

p.,'=CIVo'7,

となってL,る．

これが釧永逓型の船の場合はpm-Vgであって, p!'

･が速力の2乘に比例して低下するに謎し，高速艇の場合

ほ0.7～1.0乗に比例して低下することiこなり拶財く逓型

そしてその呼繊生能をそのまま高速艇に適すると考え

る虚に迭総技極者の誤謬の一つがある

5． 機開の重量

前頭で述べた如く正味李均有効睡力をVの徽用速力が

安全であるように定めようとすると氣がつくことは，機

關が少しも小さくなら画ことである出力の大きい磯關

を選ぶようIこしようとすると重澄が重くて面白くなL結

果となることが些冬である．

これは蕊の計迩が悪､､かある､､はその駿關が高速蕊に

對する適性がなL,からであって，塗識汝徳者はこの適性

のある磯關を選び得るような船の計遜をすることこそ重

要なkey･pointである．

第2剛b曲線は艇の馬力常り重避を示すものである．

釧永壁の中主駿關本禮に許し得る重堂比をαととて，α

の種為の値に對して機關の許“量を記入したものがC

･曲辮洋である

第3岡に示す前記21米高速艇を例として考えて詮れ

ぱ，この機關の全力におけるHP街り重量は7kg/HP

で徹用最大で約11kg/HPである． しかして轍用速力

ほV/'/r=3.5であって｡-；の時に始めて成立す
る.しかしL､ろ､､ろの事情もあって曽財く量が50廼となっ

てα－1/5となり，常用速力はV/1ﾉ万<3.0となって

約13ノットiこ落ちてしまっている．

機關のHP営り重量はいずれによって定まるかを考

えて染よう．

擾關のHP當り重量の式を誘導すると次の如くなる．

. 0.15n入Dwt

Wgp－ pm｡Vp

ただしW11=機關のHP當り重量 kg/HP

入＝ストローク／シリンダ直挫

D=シリンダ直煙 cm

w＝シリンダ容積鴬り重量 kg/1t

pm=正味z隈均有効鯉力 kg/cmg

Vl)=平均ピストン速度 m/s

、=指数{:渕錐:: :::::: : :*:::;
となる．

シリンダ容俄常りの重赴､Vtは，シリンダの周園につ

いて､､る肉のn"ISSを示すもので，普通の場合駿關概

迭の狸庇を示すと考えられる．従ってw鳥は餘裕のある

方が磯關の設計者としては樂である．第1表の例を承て

も判るように普通のディーゼル駿湖においては60kgﾉlt

以上で，普通80kg/lt程度を要する如く承える．

-ﾌ識
BIP=CNY

賜匡
’
=詔’

”

ｽ"ケ
"’ /，γ

,"

’
,…L 1 〃〃 1

‘レピ’ l ／／ I

"1-鋤
Z

”
”〃” Z”． X”人殿クZ閃勿

-"PN

第今岡出力對回聴敷

の船に比してp''､の陳Fは少1，．例えば出力約60%の
磯關では正味平均有秀嘩力は75％程腱使用出來るがpm

を75％まで下げるためには高速艇の場合速力を65～76
％程鹿に下げる必要があって，その前にいわゆる3乘

曲綴範函に入ってしまうことになる．

akk避型の船であればpm=C3Vgとなって速力が催か

腱低下すれば正味雫均有効唾力は容易に安奎範困に入っ
てくる．

すなわち高速誕の磯關は排水量型の船の椴關とは逆で
回韓數の低下に比して正味平均有効嘩力の低下が小さ

い.例を前冒謬1米艇にとれば第4岡の遡りとなりjpm=

CN1.3である

椴關の製迭者はこのようなことにかまってはし､ないで

正味有効睡力も出力を堀大する目的のために極産に高め
てある．丁座り財<量型船舶の主駿關と同じように回縛の

2乗に比例して正味平均有効畷力も低下すると前提して
地､るかの如くに難える． ，
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型 式

出 力

回 韓 数
シリ ンダ数

シリンダ直錘

行 程

正味zF均有効睡力

平均ビスI､ン速度

重 逓

HP街り重量W'01

シリンダー容横

容積雷り重逓wc

単筒出力

迩絞最大

（會就呼秘）

’ 4.遜,冷

2'080

IFOOO

16Vce

220

300

10.3

10.

9,300

（4.5）

182

52．

130

4．渦

700

1,450

12Vbc

I70

200

8．0

9．6

"4,500

才5．4

54．5

82．5

58－3

2．過

2,000

1,600

20恥。

150

200

8．0

1047

節6,700

＊3．15

70．7

89

100

1,500

(75％）

4．過

250

2,000

6

135

160

8．2

lq7

*I"700

斗6．8

13.8

123

42

4

95

2,300

6

100

120

6．7

9．2

'800

ゴ8．4

5．6

143

16

袋過

6．00

1,900

12V"

135

160

10．3

10.1

*2,800

斗47

27．5

102

50

500

(83％）

鼻

120

2,000
6

110

150

6．3

10.

*I,050

吋8．75

8．6

122

20

9

BHP

RPM

1

1
1

粍

〃

kg/cm9

m/s

kg

kg'HP

Lt.

kg/Lt

HP

HP

％

’
1

L

I

i

凸
’

L

(註） ＊印は逆韓機を含む

常用最大の時の正味zI蛸有効睡力は述裁最大に比し各シリンダの不均一等により約10%程廃は低くなる

’ 量Wpを小さくするようになる．正味¥均有効延力を嚇

すとシリンダ内の熱負荷は珊加する．熱負荷による苦し

さは高逆腰關の試作に閲係したものでないと到らぬよう
な，翼に骨身にこたえる苦しさであるが，これによる事

故は直ぐには表われない場合が多､､．また一般に2サイ
クル儀關および過給型4サイクル陵關は排氣温旋その他
から推定するよりも遥かに熱負荷は大き↓､らい､

高速陵關が高速艇に使用された場合，その特質上急速

な珊減速が行われ勝であって熱の均一性が保たれ難い．

また陸上の試邇韓蕊上にあるときに比べてすべてが條件

が悪くなり，周園の温鹿も高く温庭水準が上ってし､る．

従って陸上の試迩誕基上で發探出来る全力の正味平均有

効唾力と艇に搭赦後長時間安全に使用出来る正味平均有

効睡力と健ある程庇の差がある安全に使用出来る正味

平均有効睡力の限度が術用出力の限庭となる．回騨数の

方から制限の受ける例は現在の段階では殆どないこの

正味zF均有効睡力の安全使用限庇の庭が僻用最大出力と

なるべきで，これが箭荊最大迩力と一致していることが

望まし↓､、相運する場合は安全側にあるべきで，例えば

艇の釧泳丑珊加または波浪海面で使用する場合には正味

平均有効墜力の方に多少除裕があってもよ↓､と思う

さて，先に述べた如くシリンダ容俄當り重避Wpを設

直座も出力とシリンダ数の關係上焼り自由には選べな

、、．

スI､ロークを短かくすることは椴關轌遜化に有効であ

るが，これは入が大きな鍵化を採り得ないので結果とし

て著しい効率はない

正味平均有効睡力pmとzF均ビスI､ン速廃Vi)は過給

方式の進歩と工作の向上によって通年大幅に改造されて

きた．

以上の各項目は綜合されて，今日吾人が希望するよう

なディーゼル磯關の出現になったわけであるが，さて前

記の如く艇にmatchした馬力営り重逓W1]を示すもの

となると数が少くなる．この原因がいずれから出發して

いるかを知ることは今後の駿關の選定の第一歩となろう

と思われるので少しく詳しく述べて染よう．

前記の如くWVl]はTV'に直比例してし､る． しかし容

穣雷り重避WV&を小さく探ることは弧庇に不安を生ずる

倶れがあり，試作より完成までに航空磯原動後の場合の

如く相営の破壊試職や愛用試験を行わねばならない．わ

が函の現状としてこれは經濟的に許されないので，どう

してもある程度餘裕のある数値を探り，他の方法で機關

を輕量化しなければならなL,．そのために正味平均有

發錘力pmを弱大し磯關の出力を堀大して，馬力歯り重
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製機關を搭戦したものが殆どで最近に至って英函ネピア

Delticl8の進出が注目されてきた程庇である

わが函における盗用楼關で高速艇として萢挫のあるも

のは現在の虚ないと、､えるただ將來魚雷燐用として三

菱日本重工のYVA20Z15J 20が本営に使えるように完

成した蕊はBenzに匹敵する適性が期待出來る出力

数百馬力で全力で7kg.HP程度の現有機關は逵長比

V/,l/r=3.0晦丘の排水歎型ｲ型船とも、､える如き高

速艇の主機としては適性を認めるが，高速部分で常用す

る高速艇としての適性は多分に疑問である川崎重工業

製のV8V22/30が防衛塵の駆潜艇に搭載されると聞く

が，儲用馬力の選定を誤らなければこれは全く合理釣な

胴途だと思う.ただ曽泳逓型の船艇においては速力の2乗

に比例して平均有効歴力は低下するが回轌數はぽぼ速力

に比例するので，平均ビス!､ン速産が問題となり，工作

等によって適謹に選定しなければならない．磯力を切る

ことは遥船技術者としてつらいことではあるが，全力性

能を下げて雑用性能を上げる必要がある場合も多b､こと

に注意しなければならな↓ 、

6機閉と速力性能

同じ磯關を同じ出力で使用しても，正味平均有効嘩力

計を楽にするために60～80kg/1tとすると，機關の馬

力営り重遼Wpが艇にTnzItchする如き4～5kg/HP』

常脇馬力に對して7～9kg/HPとすることは相當高､、
正味平均有効睡力で使えなければならな↓､ことになる

現在國内で製作されて1，る高速大馬力ディーゼル犠關で

この關係が上手におさまっているものは極めて少い、も

しwtが4サイクルで約60kg/lt2サイクルで約80kgﾉ1t

程度の椴關であれはシリンダ數を相當多く探るかあるし、

は餘程熱負荷を研究して榊11正味平均有効嘩力を高める

工夫を行わなし､と椴關としては完成しても高速艇用には
ならな↓､、

Benz趾のMB型磯閉はこの爵逢く感心の他はな

lj, .WもがMB518型においては35kg1tPMB80Bb型

でさえも46kg/ltになって､､て， しかも職蕊充分であ

る．しかも熱負荷に對する孤究は行きとど､ていて，ビ

スl､ンの温庇も低く， シリン〆蓋の冷却にも行きとどL、

た設計が行われてL,る．戦前，戦後を通じてディーゼル
駿關を搭職した高速艇が濁乙において最も有効に使用さ
れているのはBenzあっての続果だと思うのは間蓮､、

であろうか．

魚雷艇でヂーゼル擬淵を搭戦したものを拾うと，濁
乙薪溌軍の140畦型60隻の建造計謹を麺頭とし,Benz

I
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てくる．從來の如く機翻の呼靭出力を全力に選募ことは

後者の場合に相當し，一段の要求に對して正しくない．

更に具熾§に述べると柑用性能を近要とする艇の機關

はその呼削性能に比して正味平均有効睡力を低く採り回

韓数は最大まで探るような傾向に選ばれることになるは

ずである排水避型の船におし､て回遡汝の早すぎる椴關

の回純敷を下げると獅､性能が向上するのに對し丁庇並

の選び方となる．

これを艇の設計から､､えば幣用性能を商めるには輕い

う・ロペラを選ばねばならぬことを意味する．

以上の如くして一段の高速艇を計鐙する時自ら緬翠て

自信の持てる如き正味平均有効雛力を想定して機淵の出

力を決めて行くと船として成立たなくなってしまうこと

が多1，のに燕がつかれることと思う．これは前にも述べ

た如く高速艇に合う機認がわが園には殆どないからであ

って當然の詰果であるが，しかし遮藻問題として何とか

打開しなければ高速誕をつくることが出来ない．そのた

めには次のいずれかの方法しかあるまい．

（イ）ディーゼル機劉をやめてガソリン機關とする．

（ロ）船魑および嬢装を切りつめて機關出力に見合う

ように極くする．

（ハ）柑用施函を3乗IIII線におきそれに兇合う長さの

艇とする．

7． あとがき

この論文は満噺的で，研究も不充分であるけれども，
除り一設に問題としない価向が弧いので探り上げること

にした．また順序として不本意ながらも現存機淵の不利

益な黙も述べなければならなかったが大乘杓見地から艇

の將来のため叱責を羅悟して敢て批少曲りに論じたが，こ

れ力痩に諸賢の研究の結果によっていわゆる造磯學の一

部門となるまで進展することを望んでやまなし､．なおプ

ロペラ翼素理論を韮として高速艇の各速度におげる回鱒

睡，力庇，正味平均有効砥力および推進幕効率等を

TrialMethodによらず簡単にしかも蒲確に計算出来る

方法ｳ罐導されてb､るから近く本文の綴網として鴬部の

野口伽露に發表顔う強走である． （経）

と回斡數を逢えれば，たとえ全力の速力は同じでも総用
出来る速力範囲には差を生じる．
筒逵艇は短時間使用する如きごく高速の部分を除き・
常用最大速力が瀦の長さに對して適憎であるか否かは高
速艇の使朗侭値に關係してくる重大要素である．

従って常用速力に對する繊討の必要性は全力に對する

ものに比して劣るものでない今までの失敗は殆どここ
から出稜する．

船の常用速力に對する検討とともに機關の葡翻出力の
見極めば更に難しく，しかも極めて重要なことである。
更に儲用に適ししかも全力も総り阻害しないように諸元
を決め直すことは一暦難しく機關と船の雨方を理解し，

少くとも駿關に對して自ら設計し得る位の經醗は必要か

も知れない，

高速磯關はその呼解する出力で安心して使えるものな

れば商蹄の主機關にも巨大で重い低速機關等と↓､うもの

は不必要となるであろう．

低速機關に比して数分の一以下の小さな機關で同じ出

力を出すためには何力犠性を伴ってL､るはずである．そ

の第一は耐久性と信頼陸である．

高速艇の艤用性能は機粥の耐久性および信頼性が除り

低下しない範函にあって保守に經濟的で穆動性の良い範

函にあることが望まし↓､、

雑の種類によって，蹄朋性能が良ければ全力性能は多

少犠牲にして良い場合と，儲用は多少低くても全力の速

い方がよし､場合がある．普通の高速艇は穆財<量型の船に

比して滞刑と全力の差が非総に大きくなる．従って前者

の場合が一段的とし､える．

前者と後者の場合では機湖の諸元の探り方は蓮ってく

る．前者の場合には正味平均雛力と回韓數の安全限度を

探ったときを雑用最大出力と定めて，全力は正味平均有

効雛力または回韓數のいずれかが限庭に達した鮎を選べ

は臭↓､、後者は正味zF均有効嘩力と回輔数を限庇に採っ

たときを全力とし、正味平均有効睡力または回韓数の､、

ずれもが安全範函に下るまで下げた黙を箭用出力と選べ

ば良い．

從って前者と後者では同じ磯關でも出力の認定が鍵っ

「船舶」の購譲

r船舶」は買切制ですから前もって書店に罐約購

眠藍御申込みおき下さい．なお，直接弊祉へ前金

1年 1,500圓（邊料共）
半年 800回（ 〃 ）

〃

お梯込みによる月極職讃の湯合は，増頁その他の

特個の溺合にも差額は頂戴いたしません．

船舶合本

昭和28年分（12冊）
侭1,800回（邊80回）

昭和29年分（12冊）
"&,000m(=80M)
クロース装上製

昭和30年分（12冊）
侭2,000n(=80H)
クロース装上製
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菅 四 郎

倉持英之助
使用簡易な推進器設計圖表 (3)
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本誌第と7雀第1鑑および第7號に「使服簡易な推進

器設計圃表Jとして著者等の考案試作した2～3の溌式

の推進器設青掴表につ､､て報告したが，今回その中の第

1の方法によって比較的小馬力の場合に謝する四翼推進

器の設討綴表を作ったので，附録2として報告すること
にした．

推進器の毎分回純敷(N)=1"～600

推進器の前進速麗 (VJL)= 2-16ノクI、

従って漁船その他の中小型淵剛きに使用される．結果

は岡に示す如くであるが，第22岡および第24岡は使刷

の便宜を考えて先の第3I剛および第5卿を再録したもの・

である．

第21mA+-40,最適直礎剛表

第22EI A1.40, ピプチ比および推進器効率岡表

第23EI A1-53,最適直秘剛表

第24MA4-55, ピフチ比および推逃器効率図表

附鋒2中小型船尾四翼推進器の設認圖表

設計條件の範函を次のように取った、

倒逢馬力 (P)=10～3,000
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と異るものとするときは，設計測表から霞坂った値を適

當に修正すべきである．先にも述べたように，これらに

つし､てはL・Troost,D.WbTayler,谷口中氏およびそ

の他の狂究賓料に基づ､､て近似的な修正を行うことが出

來る．ただしこれらの修正透は一般には僅かなものであ

坐-40型およびA4-55型の鱸ス比は0.25であり中小

型船の推進器に多い一瞭型の場合のポ異比（普通0.16~

0.20の程函に比し明らかに大きすぎる．また誕厚比も

これらの型菰の0.045と異る場合が少くないであろう．

従ってこれら鑑二比および翼厚比等を上記A4型のもの
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最適直通回表

A4-55型四翼一定ピッチ推進器
ボス比0,25,展開面識比0.55,褒厚比0.045
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ろからボス比等の要目の差が総り著しくなければ，変

際の近似的設計の場合には修正を省略しても差支えない

であろう．

なお，極めて概略的なことではあるが, ,ボス比を例え

ば50.25から0．16童で小さくした場合， これによる推進

器効率の珊加は2％程産であり，ピッチ比に封する修正

としては溌坂つたピッチ比を1～1．5％程度域らせぱよ

､､ようである．ボス比の差》こ謝する大凡の修正をする場

合の参考になろう．
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川埼重エ業株式密斌

(髭歴基本汁霊鄙鰭健課勤
栗室ヨットBBITANNIA號(4)

-SIRVICTORSHEPHARD¥(T.1.N.A. 1954所載)－

突頂部の周邊涯(鋤永漉をつけて雨水を捨てるようにL

煙突側面の汚損を防いでし､る諏理室，洗濯室の排氣や

化粧室の通風機の排氣およびディーゼル發電磯,塵芥鱈

却装遥の排氣等の排氣管は煙突内部を通している．

霞氣設愉

發電磯に對する要求剖甑を考えた時次のようなことが

決まつ筵

③王室卸乗艦中や病院雛として使用中は主識に悲汽

を持っている筈だから， グー讓發電嬢で電力負荷を

賄えるようにする．碇泊用としてはディー這ル發電

機1基で碇泊負荷を充たせるようにする

(b) ディーゼル發電稜は駐香と振動を生ずるから，純

海中は使用しない．

(c)設備する發電機の力量は充分･餘裕のあるものとす．
る．

(d)M､0.T.規則によるﾖ蹄用發電磯は上記電源とは：

全く濁立のものとす･る

航海中の護電機負荷は約730KW.碇泊時のデ．一ゼ

ル溌fE嬢の負荷は約250KWであると見稜つた．照明．

および動力の髄源としてBritan''in號仁設肺した護電

機は次のようなもの看ある．

3×500KW ターボ護電機．

1×270KW デイー芒ル發電機．

1×60KW 非常用デイー誉ル發電磯

英口軍緩仁對する営局の最近の方針りこ従って交流電源

を使うことも考えたが，飴の竣工に間に合うように新型

謹砥磯を入手することが出來なくなった．なお主嬢附鴎
の補磯類は殆ど電動式であるから，これ等の補機類を經
濟的に使うには，縦室通風磯を含みすべて躍動磯の速度

溺節をせねばならず，この調節範閏は漂準型の交洗電動．
磯では間に合わなかったためである．直洗ターボ護電機
を雛が竣｡含するまでに間に合わせることも仲ぺ難しかっ
たので,た萱走堂500KWの直涜發電淡を3蕊持ち含おせ

ており，他から使用要求の出なかやたことは非常に幸運

であった.但しこの登電機は複捲では急かつたので捲き

鍵える必要があり，またBrimnuia錨に搭載するi二は，
LIoyd'sの要求に合うよう'二改造する必要があった．

Britzmuia鑑の直流電氣設備は225Vの単電嘩式(Con_

stantVoltage)で，溌設避路は2織式(twowire,two'

舵軍機械

舵取機蜘測K助油睡式で猫立の樋動式可愛流遥型卿筒

2韮を備え各1基ご操舵1､ルクが最大となるような場合

でも操舵出来るようになっている卿筒は操舵室からは

テレモーターで操作するようにしているが，舵販機室内

でも磯賊的に制禦出来る別に手動式可愛流避型叩順1

基があり，非艦操舵に使用する．舵坂撰被の蝦大出力は

200灰甑(62M.t)である．

煙 突

煙突の寸法や夕膨の最終決定にはN・PL室氣洗確力

學部が協力し，岡部では海軍のために､､ろいろと設計を

鍵えた垣突の風洞試除を行った．爆突は快適な外鰯を術

え,甲板に排煙や排氣がかからないようにしまた煙突塗
装が煙突頂部の排煙や’域の溌洗のため汚損しないよう

にしたかった．始めから考えていたように風洞試験で最
適となった煙突は高さ諮よび頂部の形状の鮎で採用され

なかった．ここでは試験について全部述べる鯲裕がない

から,第'7圖に示すような詩初設計した煙突(A)と最後
に決定したもの(B)との比較だけを學げておく.A型の

煙突は煙突附近の室氣の圃滞な灘れを飢し,風向が船首

方向を少し外れるとすぐに頂部賊丘に渦洗が出引誹煙の

渦は煙突側面を解つって上部概迭物の位遥まで降りて来
る.B型煙突でば巾を4眼減じ，前面が半凹形であっ
たのを改めて室氣流磯力皐的に改良した形とした.これ

でも煙突の周りの凹滑な流れを乱すことがあったが，そ

れは風がA形煙突の場合に比べれば船首方向主遥に蓮

ざかつた角度から來る場合しか起らない.またB形厘
突の頂部は整形してあるがこの整形覆は雨舷方向には圓
形断面で前後方向Iこは瀧線形となっている．煙突の形を
このように鍵えたので煙突の性能は非鴬に良くなった．
なお煙路を煙突頂部でぱらぱらとせず－力庇に集合する

ように改良したB型煙突は前端ではA型煙突より’

沢3吋低いが，変際の鯉路はA型煙突より2次高くな

ってし､る．船を汚さなし､ようI電~るには，最高出力の時
・ども分力の時でも排氣の速度上げ為こと力寵要である

本船の排氣速庇は商くしてあり, 12,000SHPの時毎
秒110IN(33m/S)1,000SHPの時毎秒80沢(24m/s)

で，前述の如くGridArresterを設けている．なお煙
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力で0.6となり，模型試鹸よりやや悪かったが，それ以

上海上状態が悪かったので，これはかな良い成讃である

というべきであろう．海上は殆ど白波に被われる状態

(Moderate)で，風速は時として50節に達した．風は

大膣舷側に受け，艦は数度風下に傾斜特に狼い突風を受

けた時には匝斜10度に逹し，一番悪い状態では直進針

路を取るには約4度の営綻力泌要であった．燃識目黄逓

は4時間談統試験中各静走出力毎に計測したが，就航状

態に合うように航海中の補機の最大出力を算入して補正

骨陣した結果,2j800SHPで1日47", 12,000SHP

で1日117噸と詮つた．これは燃料油330噸稜んだ状態

で，雑底汚損を算入せず．20節で統銭力約2j100浬，15

節の經濟速力を蚊談力約2,400浬ということになる．長

期航海用予備燃料澗階を使用して490噸の熾料油を談め

ぱ，航談力は20節で約3,100浬，15節で3,560浬に増加

する．なおBritzmia銃は必要に瞳じて給油諾から洋上

給油出来る設備を持ってし､ることを再記する．庇範函の

定徹煙力に亘り，左お操舵議験中にも喬剛I可能念振動を

丹念iこ記録したが，大鐙に，擬動縄I蒋に小さかった．

一番大き詮振動は全力航走時上甲板後端で記録したもの
で‘垂直振動全幅0.0141吋.(0.35粍）水平擬動0006吋

(0.15粍）であったが，振動数は車軸回鍵數の4倍であ

ったから，推進器翼に起因するものである全力統走

中，車軸回鱒數にも推進器翼衝準敷にも一致せぬ比較的

低振動数の船尾擬動がごくぎれに起ったり消えたりした

が，これは振動数がこの論文で前述し圭維鐙の個有振動

数iこ相営するから，波浪緬準に起因するものであつ±の

かも知れない。ごく小さい局部振励力毯力所で感ぜられ
たので，必要iこ鯉じて中間防澆材(AdditionalStige-

ner)を入れた.記録出来るような振動を絶滅出来たのは

設計中行った謙細な振動計算による所が多し､、海上試運

鱒中不快な鳴晋が-方の推進器にだけ起った．それで謹

附推進器を翼翼を尖らせるように鎭重に磯城仕上げをし

てから取付けたらこれでかなり良くなったが，なお低速

では鳴香が超つおまた少し高速の所でも鳴香が起った

が，これは雨軸の回輔數の微少差を師整したら消えた．

現在つけて､､る推進器は鳴香の起る速力が就航中の領ぢ

速力より低いということで臨時措置として許されている

ものであり，鳴香の完全消滅を目標に醤推進器の改逵を

行うことになってし､る．操舵および旋回試験では船の舵

への順唯性力整いことを証明した21％節に近い逵力で

旋回繊距は625ヤードすなわち雑長の5倍，旋回の平均

角速廃は毎秒1蕊庇より少し大きかった．荒天にもかか

2つらず，雨舷への旋回はかなり一致し，寓翼式旋回記錬

駿で良し､計測が出來た．

conductorsystem)である

ターボ謹祗機を3蕊發砥捜室内に術え，何れか2蕊で

航海中の全負荷を賄えるようになっている. 270KW>

ィーゼル謹砺磯も發泄域室内にあり，碇泊時負荷および

蒸氣が使えない時の懸念負荷を賄えるようになってい

る碇泊中ディー･ピル濯m磯を手入れ出来るように必要

な場合ば補助雄より蒸氣を邊ってターボ菱廠護1韮を蓮

鱒して，碇泊時の電力を賄うことも出来る．護甑援より

の砥流は，麹賦機室内の主配砥盤に入り，主配髄盤から

は普通の方法で，複極式砥,【路遮断器，難波滅器ヒュー

ズ等でいろいろな髄路に分岐している

非儲剛ディーゼル護fIi機およびその悪用の起肋用髄池

lkM.OT.の規則に合うように遮浪甲板上の厘醐に入

・れてある．これは發髄磯のすぐ・傍におる誠r盤に砥流を

鐙り，非稚の場合は，無蔽，曽鮴珈筒，非儲照明および
､水密隔壁扉用動力等の緊急砥源に充てる．非儲蝿蓄賦池
は主fif源故障の際，半時間を限産として給電するように

なっていて，非附用發電磯の給晒開始まで主要非雑用砥
路の負荷を賄えるようになっている．交流砥力はj繊目
250～230V. 35KVAの力逓詮右するDC/AC發髄磯2

．基で給甑する．配盤操作盤2面を有する交洗配矧I盤1基
があり，無電披醗器(Soundreproductionequipment)
X線装遜，映悪，測深駒こ給班する．管制装置, 24V
蓄飛池および配髄盤付220/24VDC/AC護電綴2基を

下部動力室に設け，韓愉羅針鱗測程儀，髄話，砥鐘
(gongs),警鐡(A1armbells)等に給氾する．また瀞
‘設式消磁装歴があり, 225V系髄路より給脳する電氣
設備は全没にLIoyd's舶用砥氣設備規則によっている．

最近の使用渡鎖に従い，食堂，剖蛎室,工甥，嗣理室お
,よび浴室には整光澄を使用している王家用私室および

公室部には全瞳に壁麓および天井燈を使っているが，
.食堂には壁光澄間接照明も若干使っている．溢光装遜
(flood-lighting) もあり，普通の夕哩を現すイルミネ

･一ション装冠もつけている．左おBritanuia銑は油澄式

､非職用航海燈の代りに，髄池式ﾖ醗燈を賞際に使用し
た，第1諾であることを特記する．

海上試蓮蝉

速力試験，旋回試験，操舵試験および燃料消避試験を

含む海上公試運鱒は1953年11月無事終了した．股およ
びその迩純成殻に深き關心を持たれていたEdinburgh

公には海上公試に’日蕊臨を添うし我圭に激揃を賜っ

たArrFIn沖の標注間速力試験において排水量4,320噸
出力ユ2,400SHP.推進器毎分回韓敷289回簿で, 22.85

節の速力を得た・裸殻の有効馬力に對する推進効率は全
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I

2次豹に鍵るものとする．

斑究に樹り参照し有益ごあった論文を以下に掲げる．

①Inglis,C､E.

BasicFunctionを期し､て危険逵庇固有振動数

および擬助型を求める方法

N､E,C・r. Vol.a

(2) RichardS,J.E.

BngicFunctionにる船燈振動の解所

N､E､C・I． Vol、 63

(3) Lewis,F.M.

振励中の船膿周困の水の悩挫

S.N.A.M.E.Vol、 37

③Lan9,D.W.&WarrenjW.G.

隈謹濫Albueraの船瞳柵鑑弧庇の研究

T､1.瓦A、1952p､243,

註課

1． 『王家』はROYALFAMILYを指しH.n[・QL

ELISABETH,H･R.H・DUKEOFEDJNBURGH

およびその王子，王女を調うものとし，一一般王族を

示すROYALHOUSEHOLDと砥別する．一般王

族用には『王室』④字を街てたるもこれには王家を

含む場合もあり含まざる場合もある．また特に『寅

客』(GUEST)と明記せるは王族の以外の量賓を

指ナものと解せられROYALPARTYはこれ等の‘

總解と思4つれるがここにも『王室』の字を雷ててい

る.『王菫識員』ばROYALSTAFFを指し側近奉

仕者を謂うものとする．

2.SERVICESTANDARDSは一種の規程または内

規らしきも適課不明 （完）

本論文執繁時蓋亡本営の荒天には遭遇してし､ないが，

海上公試運鍵時の白波力蕊んに起り海'二一面被われる状

態(Moderatesea&StrongWind)では，凌波性は

良好で，艘艦はI饒二厳飛沫を受げぁだけで水を被ること
はなかった.Denny-Brownの繊擢減少装遥を試験する

ため袈制繊揺試験を行ったが， 21菟節で航走中安定錨

を雨舷そ恥ぞ私19題産で働かせて，維魁を雨舷合計30

謝度輩で動揺させた”委託を受けて將來の試験計謹を用

意してし､るが，荒天における船の性能逹愛証する機會に

恵まれたいと思っている．

本論文におし､ては，諸装澄の製作者の名前は故意に省
いたが，装遥の詳細ば大鐙關係の市販謹腫出ている．

最後に著者猛JohnBrown(Clydbank)証並びに
Teddington画立物理學研究所(N.P.L.)空氣流艦力

學都の協力に謝意を表する次第である．

附録

振動特性の解肝に使用したBasicFunctionの原理と

近似討蝉:喜一

RQRicFunctionとは均一な梁に静的分布荊鍾がかか

って心､て，荷重分布と同じ擬みを生じているものと定義

する從ってRz'sicFunCtiOnは長さと比較して小さ

い騒面を持つ柱状梁の澆振動の微分方程式の解となる

船膣振動に關すあRzTRicFunctionの應用:一

般が振動すそ時船篭擁遥は費量（船確附加水の賀量を

含む）分布に比例する動約分布荷重，振動波形および

circularfreqUencyの2乘に腰じた力を受けるこの

荷重はFourier譲數解肝とよく似たBasicFunction

に分離出来る．§鶴の澆み剛性は--.つの級数の形置表さ

れ，その各項はは對應するBasicFunctionより2次

的に出て来る．剪断擁みおよび回韓損性の影響は荷重の

級数の係数を修正することになり，この修正値は単純梁

の曲げ理論から出て来る．船瞳附加水の賛量の分布は下

記文献(3)で計算出来る．荷重の級数の係数と，對態す
る危険厘鱒の振巾との比は，運動の微分方程式を遥き換
えれば出て来る

近似儂定:一解,斤仁は以下の近似假定を用いた

1． 淵鍵涛遥の取扱いは従前普通やっていた方法によ
る、

2． 謹製振動系は溌揮直交するものとする．

3．船繼に難しても鱗屯梁曲げ理論が適用されるもの
とする

4．離鐙の謹み剛性に對する剪蹴剛性の比は，振動系
の如何を問わず全長に亙り一定であるものとする．

5． 回騨慨性力ば，隙削的には，船謹の擁み逓のみに
よるのでI式なく，鍵みと剪断系みの合計値によって

天然牡・近刊

〔海技入門選書〕

商船大學助激授隣谷宏士著A5上製走便300H

船舶の職造および設備罵具

商船大蕊教援繊田利雄譜A5上製定価未定

航海法蜆

商船大學助教授

浴

上坂太郎 A5上製走便未定

岸航法

〔既刊〕暁谷宏士著A5上型定価220m

船の保存轄備
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新型1キロワット船舶無線装置清水豊本邸喫謝野星･松浦等
日木蓮筑一玉IiI製造所技滑部

1． はしがき

永年の間，船舶の無線装麗は無線磯器の他の分野に比

陵してその發逹が遅れて､､たようである．しかしここ政

年来，次含と新しい方式がとり入れられて’タ彫内容と
もに以前とは大分その趣を異にして来てb,る．すなわ

ち，ひとり無靭錘信用遥受信淡の承でなく，織自に装術

されてし､る飛子機器は日を追って益鋪鑛で高性能なも

のとなり，またその菰類におし､てもレー〆ー’ ロラン’

方位測定磯，探深隣距離測定機， ソナー’魚群探知

磯，溺・－1､アラーム，オーI･アラーム受信装羅など’お

よそ-1･･指に除る数を示して､､る

最近の無線邊受信装砥の方式を大別するといわゆるラ

ック型とコンソール型との二菰類に分けられるこの雨

者はそれぞれ得失を有してb､るが，わが園における新し

い大型大洋航行船舶にはコンソール型が比輝ｳ多く装備

されて、､るようである

ラック型の特徴は直接操作方式であって’＝ンソール

型は遠隔操作方式である．元来遼隔操作すなわちリモー

I､＝ン卜戸一ルは，被操作機器と制御者が離れていて’

直接その磯器を監覗しつつ操作することが出来ない場合

に用､､られる方式であるから，このために要求される條

件は極めて巌密であり,原則的に操作系列の外に確認系

列を必要とする．しかしながら’船舶無線装遥では二重

通信など特殊な場合を除いて被操作機器(遙信機または

受信機）が制御盤と同一室内にあるのが菅迩であるか

ら，多少條件が違っているといえる

ここに御紹介するV－3型ユキ画ワブh船舶無線装澄

は後者に営るコンソール型であって’第11次計霧浩艘

に基く新造船，大阪商船ありぞな九に鐡満るために設

計製作された最新式全謹隔操作の無線装澄である．

2．特 徴

＝ンソールテープルによる全遠隔操作方式の特徴は主

として次の通りである

（1）各主邊信機が位歴的制約をうけ蛍,従って無線
室の構迭に適した配涯が出来る．

（2）すべての制御がコンソールテーブルに集中され

て､るから着席したまま塗受信その他のあらゆる操作
が容易に行える．

（3）長時間の迩談執務をしても疲れない．

本装置は上記の外特に次のような特徴を有して､､る

（1）日本迩氣鶴得の純fE氣的サーボシステムを用い

てあるので磯城的擁迭力極めて簡単で，部品配歴が合
理的になり，保守取扱が容易である．

（2）日本賊氣濁得のインダクタンス切替方式を用し、

てあるので，切替部分が簡潔となり，安定でしかも損

失が少い、

（3）奨室管はすべて日本電氣製の國際標準品種を服

し､てあるので，世界のL､かなる地域でも同一品種を入

手することが出来る．また磁力塒巾管は最翫型高能率

四極管を使用してあるから回路方式も簡単である．

（4）主遥信撰はいずれもオールフ戸ントサーピス方

式であるからすべての調整，保守，難強および修理が

前面の承から自由に行える．また， ＝ンソールテープ

ルも全方向開扉式であるから同雛に至便である．

（5）非術用邊受信機遡源の回鱒機を＝ンソールテー

プル腫收容してある．

（6）タ慨は近代的感提に迩懸せしめ，明快な形状色

鯛で，最近型優秀船にふさわしい．

3．栂 成

本裟置は主として次の各機器によって総成せられてい

る．

（'）主受信卓（＝ンソールテープル） ’臺

（2）1キロワシI､短波邊信機 1蕊

(3)500ワシ1､中波邊信磯 1墓

(4)50ワット中波短波邊信機 1蕊

（5）全波ダプルスーパー受信機 2蕊

⑥短波ダプルスーパー受信機 ’臺

（7）テープ・レーーダー 1蕊

（8）警慧自動電鍵装遥 1臺

(9)模富竃邊船舶氣象園受信装遥 1霊

（10）電動喪電機および發甑動機 4蕊

このうち50ワシI､暹信磯，受信機， テープ･レーー〆

一，警念自動砥鍵装遥および發電動儀2蕊はコンソーノレ

テーブルに收容せられている

4． 踵 源

本装遜の電源は船内電源(3#110V"c/s)を徽溺

とし，非潴の際は塞信機および模窩砺芸受信鍵透を除

きすべてDC24Vによって操作することが出来る．

リレー用電源は＝ンソールテープルにおいてセレン整

洗器によってDC24Vを得ており，蓄電池と切替えて
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ジオ用を除き，逢僧卑剛2組，邊受侭共用1組，

受備叫期13組の計6紐であって，そのプロプク〆

イヤグラムは第2固の通りである．

6． 主受信卓（コンソールテーブル）

第3剛は主愛傭卓の外槻である
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第3圖主受信卓の外剛

主受信卓は巾2500粍，奥行1150粍，最大高さ

1370粍例蕊を除く）で，搬入据付の便を老通し

て左油，中央，右抽およびj1Lの4部分に分制する

ことが出来，かつ組立は遜氣的綾械的に極めて容

易である各ｸ脚接談端子は背面に配列してあ

り，狭陰な無線室内においても工班が容易であ

る．

評v銅弛 3”MA“"･淵′'''‘'． ‘画"式！

""M,4ﾙ廠-'-1ﾉゥﾉ"""'

'2””バｰ7-｜

霊雨諏癒1

呼乳隣、

第1岡電源系統回

使用することも出来る．

第1岡は本装遥の電源系統のブロックダィャグラ墨で

ある

5．空 中 線

本装置に使用する筌中線は無線方位測定磯およびラ

存ﾉ 刀2 "ﾖ 〃¥ 〃夕 〃品

主受信卓に收容されてL､る各部およびその操作淡能は

第4岡の如くであるすべての機器は主受信噸を中心と

して椎成せられており，このため本器は各操作の容易な

ことを主眼として設計せられて､,るから，各配置は勿

論，机の高さ，制御盤の商さ，受信機の操作部の關係等

あらゆる鮎に考瀧が桃われてL､る．

1キロワット短波邊ｲ識および500ワ， 卜中波邊信機

の制御盤は，前述のように操作系列と砿認系列とを具備

して､,るから，邊信機を承ることなしに自由に任意の操

作を行うことが出來る．

コンソールテーブルの照明には20Wの按光燈2個

を用↓､てあるが,木装澄に使用されてt､る受信磯は後述

するように最感度受信機であるためこれから護生する雑

雷を防止する虚歴がほどこしてある．これにより雑音レ

ベルは-60～-80dbを得ている． また非常電源用發

髄動磯も特に騒青防止に留意しかつ防震蕊を介してコン

ソールテーブル下部に收容してある．

7． 1キロワット短波送信機

第5岡は1キロワシ I､短波邊ｲ討幾の諏繭で，本藤の大

きさは巾1000粍，奥行550粍，高さ1850粍である．
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第2I,閉塞中線系ブロソクダイヤグラム
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介して電動賎を回韓せしめ，他

方の可塗僅蹴器を動かして回路

のバランスを自動豹にとらしめ

る方法である．この精蕊はかな

り高くすることが出来るが，木

装遥腱おL､てはﾕ80度回純に謝

し約0.3座に設定してあるま

た’周波数糖の媛大所要切替時

A輌間は約8秒にしてある

8500ワット中波遙信機

第71剛は500ワプ 1，中波邊信

機の耐輌で，本淡の大きさ朧ユ

キロワット短波邊信磯と同一で

ある．

第8風は本磯のプ戸ツクダ,f

ヤグラムである．

本機の勵姪部は從來の方式と異

り，鍛心入高周波愛成器

XE

m段I

除詰
7－
．9－

第4個l 主受儒卓收容厘分

第61剛は本機のブロッ

クダイヤグラ』､である．

本綾には前述の純砥氣

的サーポシメテムを用

L,，可塗蓄髄器および可

鍵,fン〆クタンスーイル

を回韓せしめてb,る．こ

のサーポシステムの原理

の辮1は剛愛するが，こ

れはいわゆる,ON-OFF

式サー窯システムであっ

て，砥氣的ブリッジ回路

の相對2遜を可鍵砥抗器

とし，一方の可鍵払磁器

の抵抗を鍵えることによ

を用､たl磁器域瑚巾器を

使用して↓､るので磯城的

周波数慎潜壌藤を必要と

せず，従って極めて小型

かつ簡単でしかも全周波

数に亘り均一な獄生をう

ることが出来ている．

中波邊ｲ割淺の場合は空

中鍵掻抗力極めて少く，

迩瀞2～3オーム程度で

あるから空中線入力は

500ワットであっても変

質的に邊信機の出力は遥
－ －－－－－ =－－－－ 和

第5岡Iキロワゾ I､短波
邊信機の前面 第7団う0077ﾄ中波邊渉に夫証ものが必要

信機の前面
で，本職の場合も700～

900y, 1､の変効出力を有している．

？？楓繩
上
旱

幟
’
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回
Ｔ

恥夕“ ,虎イ夕 J"‘ 〕jR4 ” W師訓あ円･§嘘 1

”吃り労

･鋤

_ｦや 坐
》

ﾊ･ｲ戒 ウ＆

､”姻
,〃庁第6回1キロワシI,短波邊信機ブロック変イヤグラ』、

恥

,り鯉氣的アンバランスを起さしめ,NeutralLineに柿ヨデ
スした有極繼電器によってこれを抜出し，補助篭電器を

31

刃電波 Ra 秘 〃鰯 ”J〃‘李ノUJ"

"f"Z

第8卿500ワシI､中波邊信機ブロック変イヤグラム
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9． 50ワット中波短波送信髪

本機はコンソールテーブル右袖上部に收容せら

れ，その大きさは巾350絶，奥行620粍，高さ
380粍である

第9岡は本撰のブロックダイヤグラムである．

宮申奴

ミウ韻

蝿
Ｌ
巨
丁

ノヂ〃0V“

ﾊY双＆雁、 ”飴

6,"%,ｺ"f-"-
第1l剛短波受信機ブロックダイヤグラム

受憾農の入力（アンテナ）の切替および出力（テーブ

レーーダ一錐香，アンプ,，時報受信洞図!室スピーカー隅

動）の切替はいずれも＝ンソールテープルにおいて行う

ことが出来る．

このうち全波受信機2蕊は，後に述べる模篤砥邊船舶

氣象剛受信装詮用受信機としても切替使用出来るように

なっており慨れた感産と安定庇によって良好な遜殴を得

ることが出來る・

第1｡岡および第''岡は各受信機のブロックダイヤグ
ラムである.

11． 気象圖模寝受信装置

本装錘は，現在日本を含む世界各地から放邊せられて
L､る船舶氣象卿を受信するものであって’前述の全波受

信機の中間周波出力および低周波出力をフアクシミルコ
ンバーターを介して受信装睡に鑓り，城巾347粍，縦
245粍の受信笠牒を得ることが出来る．漂準通像一面を
受信するに要する時間は約'9分であって’ コンソール
テーブルに備えられた遜信號出力計によって受信状態を

監覗することが出来，他の通信を受信して､､る間に自動
的に氣象団が愛信出来る課である’

模篤砥詮による氣象岡の受信は，他の航海用電子機器

と相俟って，より安奎に’より合理的に船舶の運行をな

さしめるためにその効果は陸だ大きい．

6
1

0
と-ﾀー

DC翌y

第9闘う0ワット中波短波邊信磯ブロック
〆イヤク◇ラム

本嬢は中波と短波を有して､､ろが．このうち中波譜は

500ワット中波邊信部と同様磁籍域珊巾器を使爪してし、

る．

本擬の電源にはDC24Vによる＝ンバーターを用

､､’バイアス，高睡および鍵調用高周波(800サイクル）

を得ている本磯の周波数切替ば手動一學動式であっ

て， ＝ンソールテープルから引出した状態のままでも邊

信操作を行うことが出来，保守黙像に便利な櫛浩となっ

ている．

10受 信機

木装遜に使用してある受信機は至波受信磯2基，短波

受信機’蔓であって，いずれも高性能の世界最高水準受

信機であり，如何なる微弱電波でも安定に受信すること

が出来る．

これら受信機は共通の防震基を介してコンソールテー

ブルに取付けられてありいずれも前面に引出した状態で

動作せしめることが出来る．

受信磯電源整流部はいずれも＝ンソールテープルの下

部に收容してある．

本装睡は先に同じ大阪商船のふ↓､りびん丸に

装備して約半年にわたって蛮用試験が行われた

のであるが，その成讃は極めて良好で，例えば

鱗須賀より放遥された氣象卿を大西洋上＝ユー

ヨーク沖で受信してなおかつ愛用上充分な程庇

の受信避を得ており，またあらゆる悪條件のも

とでも終始好調に勘作した．この渡験の結果判

明したことは，棋富によって受信した氣象画は

中央において導門家の手で作られたものである第IO圃全波受倒幾プ戸ヅクダイヤグラム
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第13岡模寓本体ブロックダイヤグラム

に，從來のモールスによる氣象補報に比して著しく信

頼性のあるものとなることで,氣象固模鳶受信装羅を備

えることによって単に通信士の努力を輕波するだけでな

く，氣象状況に對する船の行動を極めて確信に充ちたも

のにすることができる．この成果からゑて，ここ数年の

内にすべての大形ﾀ蹴船が本装澄を備えるようになるも

のと思われる．

第12剛はフアクシミル・コーバセター，第13岡は模

篤受機本膿のプロックダイヤ，第14岡は本溌のタ慨，

第15岡はニューヨーク沖で受信した職須賀放邊の受信

である．

12各機悪の性能

各遥信機および各受信機の性謁ま第1表および第2表

の通りである．

14

《
写
、
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第14岡模寓本体外剛

，混侭等によって誤りを生じなL､ためため，また空電，
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第2表各受緬椴の性能

～全波受僧犠短波受偏機
コンソーノレテーフ・

ル組込

90KC～30MC

AI)AIA2A:,

6

＝ンソーノレテーフ．

ル組込

3MC～23MC

AIA1AgA:;

1O

S/N20db出力，
100mWのとき
A,2ﾉ4V以下
A25/↓V以上

錐1中間周波数
ｺ～5MC

第2中間周波数
300KC

60db以上

200c/s
12db/KC以上
5COc/s
12db/KC以~上
IOCOc/s
12db/KC以上
4KC

12db/KC以上

500mW以上

総 迭

周波数

受信雅波型式
バンド数

S/W20db出力

第1中間周波数
3935~KC

第2中l踊磁I繊
630KC

60db以上

0.3KC

15db/KC以上
IKC

I3db/KC以上
3KC

l0.5db/KC以上
8KC

7.5db/KC以上

1W

感 庇

中間周波敷

影磯比

鱗諜

出 力
－

第15岡ニューヨーク沖で受げた

描須賀放邊棋寓受信謎
13 む す び

笠夜を分たず世界各地から日本と迩傭を行いしかも非

稚の場合には唯一の通信;IE緒を司る船舶無線装遥には溢

然瀞に商い信頼鹿と優秀な性指とが要求せられる．

現在日本船舶に装備せられて､､る無靭蝶遥は，タ掴船

舶のものに比べてかなり商級なものが多いよう,である

これは日本船舶の特殊性から承て岱然そうあるべきでも

あろう．

われわれが外璽船舶の無線装睡を承る庭に揃切に感

じ，かつ望ましいと考えることは，現在の瀞､信頼塵と

優秀な性能を損ずることなしに更にもう一歩洗練された

簡卿上ということがなされなければならないのではない

かということである． （完）

第1表各邊信機の性能

、'薦農腱|灘聴鷺瀞溌
自立型
フロントサー

ビス方式

自立型’引出式
フロン1、サーコンソーノレテ

ビス方式 一プル組込

全遠隔制御方式手動式

405～535KC 405～535KC

，波 8－縦3波
中波AIAzAJA2
短波A1

5COW 50W ,

10%32% な し

｡800c/s 800c/s

800c/sMG ag9flg'gンバ
ーターによる

による雛.段ﾌ

ﾚｰ!-愛調難か-1．
熱水澱の－40基本波の－40
db以下 db以下

幟 強

操作方式垂遠隔制御方式

周波数鍬:'墓波

AI

lKW

50％

天然牡・新刊

東京計器製遊所検査部長 波多野浩著

航海計器 （第1巻）

A5判上製350頁定便700m(〒50)

航海計器に對する細説と，推測航海計器のうち，

磁氣コンパスにつ↓､て詳述して除すところがなL､．

A2愛調
方式

職電波

§耀爵
間

断要電力

基本波の－40
db以下

馬汲數幣8秒
間汲數即時

3KvA以下

臓汲数3秒盾泓數即時

3KVA以下500VA以~F
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横尾幸一
迩楡肢術厩塊野・癌論雄弛部汚損推進雑の軍猫試験

採ﾉI]したが，これはやはりやよL､丸につb､て行われた蛮

船試験（これに關しても後日報告の選定）におし､セ探月I

した人工汚損突起物の大きさに識職するものである．な

お汚損の大きさとして以上の3種を採用したほか，汚損

1緒 言

船瞳の汚損が船の推誰俳能を著しく低下させること

は，多くの人が經験して､,ることであって，船瞳汚損の

抵抗におよぼす影響につ､､ては商船大學練習船やよい九

についての研究誌果を醜に本誌に紹介ず承であるが（第

29巻，第1號）推迩器の汚損もまた削濯汚損に劣らず，

推虹性能を非術に低下させる．

この問題を究明す為ためにやよ↓､丸の模型推進器に對

し種べの汚損を施して腿識試験を行った．以下はその詰

果につL､ての報告である．

2模型推進器および汚択方法

模型推進器の主要風を第1腫に示す．この推批器を人

工趾に汚槙させるには，特別に注文して作らせた凹凸を

右するゴム板を川いた(第2剛ﾉ ･コ・上板の凹凸の寸法形状

は第，表に示す通りである．表に示す如く3種の寸法を 第2団‘汚損模型.推進器
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分布の影響を調べるために，翼面を半径方向に3等分し

て，各部分の汚損物を漿騎に剥がせるようにした. fl-I

等の記號は前の数字が汚損物の大きさを示し，後の数字

が汚損分布を示す．

このゴム板による汚損は底板を含んでL､るので汚損突

起の影響のﾀ腫板の彰審も同時に表われており，ふじっ

ぽ等力霊面に直接附着した状態と異るので，底板の影響

等を見當つけるためにゴム製平板の承を翼而にはりつけ

た場合の蛮験や砂によって翼面を汚損させた場合の笈醗

も追加して行った．

3斌駿結果

各汚損状態にある推進器の単獅試験の結果を第3岡

(a)(b)(c)に示す翼全面が汚損した場合には推力総

数の減少および回漣力率の増加がﾖ蹄に著しく，推進器

効率は翼面清淨な推進器に比べて約半分になっている．

まず汚損粒の大きさの影響を全面汚換の場合について

比較して象ると，小さな汚損粒でも醜に大きな影響を示
しており，汚損粒の大きさがある程産以上になると，そ

れ以上の汚損粒の墹大に對しては推力の域少率，回韓力

率の墹加率が緩慢になることが象られる．

汚損分布の彰響はどの大きさの汚損に鋤しても似たよ

第1表汚損粒の形状寸法等

菊鞭物の大諏

DxHxdx1
秀粕ふあ号記

噸
緬

↑
－
．
７
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ｆ
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DIA= 154 価
一
①CLEAN

単惟而祠
－，－－．缶。

口

上
Ｉ
Ｔ
患雄田尻ざ

,，回韓力率は翼根部の承の汚

『んど塗化ないが，汚損が翼尖

うに現れ，回聴力率は翼捧Bの承の汚

損では殆んど鍵化ないが，汚損が翼尖

端におよぶにつれて急激に墹加して行

く．これに反して推力総数は翼根部の

象の汚損でもかなり低下し，汚損が翼

尖端におよぶに從ってやや低下の側合

が大きくなるようであるが，汚御菌競

に比例して減少すると承ても大きな誤

りがない位である．

ゴム製蔀を貼りつけた試験として

は，その厚さを底板の厚さに等しくし

た場合と，汚損突起の高さも含めた厚

さにほぼ等しくした場合の2種を行っ

た.その繕果は第3m(b)に併せ示した．

これによれば別i板をはりつけた場合に

はそれ程大きな影響がないが，厚板の

場合には相當大きな悪影響を持つこと

が到る．砂汚損としてば翼全面汚損さ

せた場合だけ試験を行し､，その繕果も

第3"(b)に示したが,f2-1よりやや悪

い結果を示している．この砂の大きさ

はほぼf=2の汚損突起の大きさに等し

く，ゴム板汚損は底鈑による翼厚の墹

加だけ餘分に悪影響があるはずなの
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のに，砂汚担よりはましな隷果を示

してL､るのは，規11ﾘ正しl､突起は不

規則な砂汚損よりも推進器1生鮨に對

する影審力が小さ↓､からであろう．

雛4剛ぱ各汚損の推進器効率に對

する影響をまとめて示したものであ

る．鉱5岡は汚損突起の大きさを繊

軸として各一定前進常数;こ謝する回

韓力率禰數の珊加および推力穂数の

激少を示したもので．Kば汚楓突起
の商さ（底板の厚さを含む)を.cは

047Rにおける推進器溌面の翼弦長

を,Dは面僅を示す．

岡中鮎諜で示したのはzI電仮の象に

よる畳謹を示し，製諜の途中力‘ら發

してk/cの大きい方に伸びてし､る

その他の線が突起による彰審を示し
てb,る．

第6岡は第5岡の譲采として得ら

れる推進器効率の域少である．

Lerbsが理論計算によって求めた黙

が併せ示してあるが，この黙催不通

認貼を無腿してk/cの大きい方で
得られた黙とo難とを結ぶ灘によく

一致して↓､る．これは砂汚損の成讃

がゴム汚損のf2の成紙に近い値を
示しているのを併せ考えると興味あ
ることである．

NOTATIONS I MARKS

CLEAN 1-------

f f－しぇ l
f 2－レズ ’一一一一
f3-1/E I一一一一

f l－論’一一一一一一一
f 2－可弓 ’一一一-坐－－L－－L

NOTATlONS

f5－2毎
. f i- I

f2- I

f3－ f

fSAND(I．5mm)
f2-IwmJwIRE

MARKS

〒一一一一一一

－ 一コ一

－▲－＆－

｡■■F■■■~■■干口■一●F○一■●己勾q

ア

1

1

~デー’＝6

、ﾐ、」
一
一
屯
矛
。
ｚ
四
一
○
一
Ｌ
Ｌ
凶
匡
四
一
二
四
ｑ
○
匡
匹

一
つ
４

1 、
’
１

１

鴬ぐ、
入、

３
２
ｉ
Ｏ

、、ミ
､

‐ 、

1

N，
1、、 I

1

, I

一

’
一
‐

一
一

巳、

↑、卿Ⅲﾉ

～～

葬〆

芋、、 I I
0 1 －2 3 4 ．5 ，6 ．7 ．8 ．g

'r"*

第4岡汚損推錘器の推進器効率
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前回の報沓により，船溌全面が汚・

損した場合に抵抗珊加は約100%も

あることを示したが，本試織によれ
ば推進器汚損でも容易に同等以上の．

悪影響を推進性能におよぼすことが

到る．織澄の面俄とj織堂器の翼面積

を比鞍する時，如何に播陸器を清淨

に保つことが璽要であるかが到るで

あろう．黄際には，推進器翼の全面

にわたってふじつぽが附着しても，

推進器が傾肋すると，その回輔によ

る非常に大きな力によって翼尖端に

近い部分のふじつぽは剥脱してしま

うが．なお相雷に庇い範函にふじつ，

ぽが残存附着して↓､る. fl-?/3
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第5園推力常鯉の減少および回純力率の増加
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f2-2/3. f3-2/3の各状態が潅

進器効率をなお相當激少させ

ることを桑れぱ，そのような

炊態にあっても推進性能を著

しく低下させることは容易に

想I製出来る．

現在の推進器は何等の防汚

塗料も施さないが温籍水域に

あっては1～2ケ月で全面が

ふじつ種で藤われてしまうか

ら，構堕器汚損の影響も輕覗

出来ず，一日も速く推進器翼

面を保護し得る防汚塗料の出

現が望まれる． 錠〉
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このsub-carriageには韮直の糖が固着してあって，

この管の中を船確から出た棒が剛動する．この棒の鋤き

は管に取付けたピっクフー フ．（振り型)によって険出され

る．

上f下の擁は重心位匠で船膣にピボットを介して駁つけ

られているが，雨着の間の角塗位はピッチングピックアッ

プによって歓出される

sub-carriageは滑車を經て軍錘によって引張られ,重

力方式で曳航力を測れるが‘瀧狸の動きをピックアップ･

で職出して，前後動を測ることが出来る．

この外船臘中央における波高，船魁の前および後にお

ける上FFの加速鹿を同時に記録出来るようになってL、

ろ．

勘3斜必波における寅塁設備

第26章に二戸ラドのFOrtCollinsにあるColorado

A&MCollegeの施設が紹介されてし､る． これは直窪

85沢の固形水梢でその一方に巾“沢の篭漉蕊があり，

波はwaveguideによって直進するようになってL､る.

“は'癖に掛けたenalessのゴードを經てモーダ

によって曳航されその方向は任意に取ることが出来る．

なお永補壁は約40｡に傾斜してその上に1髪吋位の俸

石を積んで消潅袋睡にしてある．

遥澗愛は直狸14吋，長さ42沢の鐵管を水平渥邇期的

に動かすもので，高い周波の波を消すためのフィルター

が途i職の前面に冠いてある．運動の記録は16ミリ映

謹になっている． （未完）

船の保 存轄備
天然減新刊 商船大學助教陵鞠谷宏士著A5判上製ユ30頁侭220u

鵜鱗茎熱灘鱗撫韓毒識熱を熟熱灘墾暑
〔内 容〕

重底及びタンク 3．5甲板3．6油盤船の腐食

第f齢幣毒蕊耗,弛緩詣よび亀裂 第瀞救灘儒具2蠅灘術“防排水設備
蕊溌-鱗鱗ょ繍落…塗． ”朧‘"迩傭憶鐵議繍“索異4．4繋船設術4．5舵鎚よび操舵装置4．6荷役

2．5塗装 第5章般用品の庭理および橡査試験

鞭熟噸各謎撫雛3.3滴舷3.4= 鮠鯉懸分類5.2船扇品の鹿理5.3船隔
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船 波 （3） 元良誠三
頭京大睡工醗郊助敢擬

ざ

第3篇模型変鐡に對する般備

本篇でばアメリカにおける波謨中の模型査駿の方法や

装置が紹介されている

その中で眼新しし､ものを拾って承る

@1造波機

遥漉幾および浩波水槽についてば第20章にJ.M.

Caldwellが總括的に述ぺているが， ここでは側壁が波

におよぼす影饗とか，表面張力の影響，新性の蘂，波

の反射等の影響等がﾌ唖われてb､る．

鑑溺愛に關しては第22章にToddがTaylor水槽に

･おける遥波装涯を，第23章にE・VbLewisがEXpe-

riTTTentaltankにおげる可親則迭獅幾を，そして第21

，章にF・GrenobleがSnakeType造漉幾につ､､て述

一ぺている．

(1)Taylor水梢における造波装置

鎧波駿の機溌は大避第1岡に示されるようなものがあ

り, a)のaaptypeが邇儲よく用いられている．

Taylor水槽の造波装置は従来はこれが用いられてい

たがDr.R.'nKnappにより第ユ圖(d)の如き筌氣式

の浩波機が砥究され，最初巾2次の水階で愛蒙され，そ

の好成讃に勇氣づけられて長さ140沢， 巾10沢の水附

に7.5馬力のものが作られ，更にその結果を用して1800

沢の大水補に280馬力のものが設遜された．

空氣式造波機の機力をもう少し詳しく述べて駐ると蕊

1E1 (d)の如く低睡大風鐙のプロアーから出た吹出口お

よび吸込口を弁によって切換えてダクI､に導く．〆クト

はかまぼこ形の屋提を有し波の進行方向では水面下敷

'0センチの所で口をあいており，進行方向と反對側は壁

によって底まで遮断されて､､る．勿論雨側は水槽側壁の
所で密閉されて1，る．

弁を迩欝な速さで切換えるとプロアーの正の砿力と負
の雌力が交互に水面に作用する詰果，水面は週切的に下
降，上昇を繰返し波動となって鱒橘するわけである．

波の迩馴すなわち波長抵弁の切換えの速度により鯛節
され，波高はプロアーの氣職こよって加激することが出
來る．

この造波機は可動部分が少いため．個性が少く從って
織刷が楽である．また波が一方向にしか出な､､ので理論
上はフラップ型の半分の馬力で済むわけである．

最初に'40呪巾'0灰，深さ5沢の剛水槽に作られた
ものは7％馬力のもので,艇長は2.5沢から12沢まで，
波高は2吋から7.2吋までを起こすことが出来た

この結果に勇氣づけられて，長さ1800Ml,巾51爽の
プロk梢は140馬力.睡力水柱24吋(1068
r.p.m)風鍾24,000立方呪／分のプロア

ー2基を有するものが設睡されるに至っ
た．

弁の切換は7躍馬力の交流モーターに

より渦竃流による速庇諏節によって行わ
れる起こし得る波は波長5沢から40BR

まで，波高はそれぞれの波長に對し迎吋
から24吋までとなって､,る．

(2) ExperimentalTankの不規則
鑑泌幾

Stevens工科大學の試験水槽ではE、

V.Lewisによってフラップ･型の不規則

波發生装遥が研究され，変用の域に達し
てし､る．

この装置はフラップ・を躯動するモータ

ーの界鷲電睡を急激にかつrandomに塗
化させることにより不規則な遁期の波を
出すものであるが，通輔中にフラップ･の

ストロークほ鍵えることが出來ないので

『
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趣91の短い波は不歯に高くなり崩れてくるとし､う不淵洽

があるこの不都合を除くために,巾3'，長さは水鯆の

巾一杯のフローi､を途漉幾の直後に澄↓･てある．これは

ﾌｨﾙﾀｰとして作用して,波長3f以下の波の波高を著

しく小さくする綣果ほぼ均一な波回斜の不規則波を得る

ことが出來る．

モーダーの界磁砥嘩は別佃の發魎農で脇起されてお

り,その"唾を次のような切換スイッチによってrgndom

に切換えることが出來る．

すなわち100側の接酷を有するロータリースイッチが

あって，その鐸貼はプラプフ･のスI､ロークが一悉端にき

た時に自動的に－つずつ進むようになっている

一方25畑の異る値の抵抗が回路に一つずつ入るよう

になっていて，今のロータリーメィッチの100閲の接黙

をこの25鯉の抵抗に任意は誼誌する．各抵抗には7個

ずつのう．ラグがつ､､てL､るので，一つの抵抗を7回蓑で

重複して使うことが出來る．

このようにして迭波機はフラップがユサ響fクルを維る

毎にモーターの回腿蝕が鍵化して狸馴が鍵りrzmdom

な迩期分布の波を義生する．

第2団はこの装歴で發生した翻則波の一例である

が，資諜は燈"の1サイクル（すなわち100個の接黙を

一廻りする間）であり製懇は二回目のサ'fクルの記鐸を

示す．不規則ながら，相密する位粗の所の波は殆んど同

一であることが判る．

第3圖は水描で生じた不規則波のズペクI､ル（析絢

と,Neumannによる海洋波のスベクトノン分布の比較

で，この例では垂魁として風速35ノットの時のNeu--

mannズペクI､ルに似ているが，それよりむしろ40ノ･プ

I､のものの右半分によく似ており，40ノッ1，の匠睡が次

L､て秘・に波が蕊鑿しなL,内に止った場合に似ていると

いうことが設明されてし､る．

なお第3団の例より海洋波と，水補の不規則波との統

計量を比較して承ると，次の如くなる．

a)

海

期
高
高

波
、｜
皿
奉
窄

糟水

１
１

挺＃

ぜ

０
４
．
９

洋
Ｌ
２
全

平
平
最

均
均
大

邇
波
波

＊は高い方より1/10の波の平均である．

b)等醗3限の姓の愛位の分布ほほぽ正規分布をな‐

す

これらの穣討によってこの人工不規則波は自然の海洋一

波の代用として識彌いられるこ･とが到った．中でも鐙・

も重要なことはこの穂則蔽が再現可能なことである。

さてこの不規則迭波機はどのように活用されるであろう.、

か．

最初の適用はアメリカの造離造機學會の仕事に關速し

てT2タンカーの曲モーメン'､の言刷りに對して行われ

た．

規則波では曲モーメン1．はあり得べき量の規則的な鍵△

化しかしないが，不規則波中では規則波では現われなL、

ような大きな曲モーメントの鍵化が現われ，不規則波中

の資験の重要性が認識された．

現在Experimentaltankでは管船局およびTaylOr･･

ModelBasinとともに次のような方針で研究巷進めて

いる．

a)二つの極端に異なる船型について規則波および不

規則波中の運動挫能，曲モーメンI､等の比較を行一

う．

b)最湿避堂してきた，船の不規則波中の運動の解梼一

法を

(i)統計的な方法(St・Denis-Pierson)

(ii) Point-by-point計算(Fuchs-MacCamy)

の二つの方面よりcheCkする．

／-塁初の寸ｲｸﾙ

W'､/VWtWv言、

yvv へ

第2､岡不規則人工波の一例

㈹
〔
（
３
）
』

、

風

畏
鯛 IC
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才鍾刷謹中のざ従垂れ 〆 、
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希従握れ 一

0-SPG母。

内

／
12Kn

第 4 卿

上記の内統寄抽勺な方法で惟船の運動のスペク1､ルと

か,平均,式は最大の振巾等が求められるのに謝し,pO-

int-by-point法では刻々の運動の有溌が知れることか

ら，甲板の涜永打込承とか，推進器の塞漣等の問題を明

:かにすることが出来るものと期待されている．

不規則波中の繊描の疫験について一例を事げると，第

‘4卿の如く0-speedの時と12ノブ1､の時とで，波の迦

'期と縦描力週期とは極めてよく一致してし､るが，唯その

振巾はO-speedの時と異なり12ノッ 1･の時は波の振巾

．の倍以上に達して､､る．

このことは，静止中では船の長さと同程産の素成波は

迩期が長く，従って大きな縦揺は起こさなかったのﾘﾆ，

､12ノットになると出曾週期が短かくなりその結果船と同

程度の長さの波で船の縦揺邇剃と同瓢するものが出てく

ることを示している

不規則波中の変識の究極の目的はSea-speedの墹加

とL、うことにある

媛近のように軽量大鳴力の謹調が出来てくると，船の

航海速力は馬力によって制限されるのではなく，過大の

上下動，縦描，それに伴う弧産上の不安とか，乘心地の

鮎から自謹的に減速をせざるを得なし、ことが多し､のであ

って，減速することの効果は第4岡でも明らかである．

,そうなると，船の運動注龍の万から考えて耐え得る限庇

を求め，また縦揺，上下動享を減ずるにはどうしたらよ

'L､かを考案する方が重要になってくる．

船の運動刀振巾を過度にしないためには例えば次のよ

･うなことが考えられる．

a)船の自己週期を(i)寸法比を鍵えることにより，

(ii)形状を鍵えることにより, (iii)重要配分を換え

ることにより，鍵化させる．

b)同調涙巾を減ずるために(i)形状を塗える,(ii)

附加的の鰭を用し､る

この目的のためには海洋學者が引談き，暴風圏丙の海象

クワノクのイ立霜

状態特に波

の不規則性

等につ､､て

の知識を迭

船家に對し船家に對し

ラップ･

第5圏

て輿えて呉れるこのが望まし↓､．

(3) SnakeType迭泌幾

第21章にはF・Grenobleによって極めて特異な
Snaketype迭波隣につ､,て述べてある．

Snaketype逵波機の原理は第5剛の如く小さな（巾

"10cm)遥泌麓を多錘一列に並べたもので各苓は少し

ずつ“目蓋を保って迩励する結果，あるI錦iには卿の鮎

腺の如き位挺を取るこのように蛇がうねるように運動
が移動して行くことからSnaketypeの名前が出たわ
けである．

さて各素成迭波機がこのように“目蓋を持って動くと

HuygenSの原理によって，各素分､波を蓮ねた波面は迭

波磯の面とある角庇を成すことになる．この角産は位相

差，すなわち蛇形に波動が移動する速さによって異る．

このようにしてこの迭波磯では任意の角産の斜め波を

出すことが出來る外，第6岡の如く曲線波面を持つ波群
を出すことも出來，また第7圖の如く水附の回りに坂付

～

造
漉
徴 波露諒

、

第6間
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第 9 岡

Taylor水梢ではｲ水槽(1401では第8図に示すよ

うな方式を取っている．

すなわち二つの大きな摩擦の極めて小さな謂車が水槽
の両端にあり,これにナイロンの＝－ドをendlessに掛
けてある船付垂心黙で船魁とピポッ I､によって頭付け
られたアームによってこの＝－ドに固着される．

滑車は同軸の小さな滑車に掛けた二つの錘りWl,Wn

の差の重さで躯動され,Wi--W宮が曳航力となるなお

早く一定速度に達せしめるために加速用の璽睡があり，
これは途中で引掛るようになっている．

X1k櫓における目航装置は第9間に示す．

(2) ExperimentalTowingTankにおける方法．

曳航試感のやり方は典形的な重力万式であって模型か

ら出されたコードは電車に固定された瀞車を經て重錘が

掛けられ,丁度その曳航力とbalnnceするような速度

で船は走るわけである．

肖詣澱

第7岡

けることによって干渉波を作ることも可能である．

この鑑il蟻が最も威力を發抑するのは港灘模型に用い

る時で，港滝の模型に鋤して全く任意の方向の波を歯て
ることが出来る．

なお面白↓,のは同じ嬢腿を逆位鯛で働かせれば消波装

遜として用L,られることで，例えば四角な水槽の周閲に
全部涙付･けて，竺膿分は消波機として用いることも可能で
ある．ただし一寸("Mを湖節し損うと逆効果になるわけ
である．

次に各素分遥波磯の巾はどの位に取ったらよ､､かと

いうことが理論的に計算されて，結局最大巾zは波長
入.と波面（波頂線）と逵波機のなす角庭eの函数として

入

I<ワラ癌i雨

が與られており，

れえている．

これは変験ともよく合致すると説明さ

『

ゼ2波浪中の抵抗試溌

および運動の計測

各所それぞれの工夫をこらして

おるが，大型の自航試験は別とし

て，小，中型の曳航試験は例外な

く動力式を月］し､て､､る．

(1) D.WTaylor水槽におけ

る方法

も

〆ー～、

j

d一
剛

前鐘西上･ヅクァサフ･

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

頃･戴瑠錘ク

方畑可FFえ工下祗上･鯵ノクアッフ･

I ノ
、

碆フム･－－／ノ
〆､ 一一一一一一一一一一戸卓

、
、
－~－.ー~てー

ムヒ･DJ寺ダフ騨上や｡”ﾌﾌﾟｰ〃ﾌﾞ

第 lO 圖

他の一つは迩肋をすべてピブクアフ･によって城

出する方式のものである．これは第24章にB､V・

Korvin･KroukovSkyによって述べられてし､る

が,全侭装遥は第10圖に示すようなものである．

すなわち電車の下に九L､滑らかな管Wk平に取

付けられこれにsub-carZ;zgeが朕って拙動する．

sub-carriageは6個の車によって管に接鯛して

も､るので摩擦は極めて少い、 （593頁へつづく）

加
速
用
蚕
錘

第 8 回
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永 村 情臘船の救難 (4)

っも對(pairs)にして用います．鈎索を何謝何條使用す

ればよいか，例を示しましょう．吊揚<・べき垣吐を550

トンと假定し雀す．使用する鋼索は6'′とします．この

鋼索の破断力は96 1．ンありますが救難に用心､るにはこ

れを501,ンと假定します．そうして二つ折り (bight)

にして使用するとすれば破断力1001､ンになり‘これを

鋤にしますから一對で200 1､ンに堪え左す．さす恥ぱこ
の船を揚げるには6對の6〃鋼索を用意すればよいこと
になりまず、

救難の第一着手は鋼索を艦底を通して導くことです，

この作業中に他の救難作業の準伽はできます、鋼索を通

すことがおくるれぱ謹はより深く海底に沈下して作業が
困難鹿を珊します．まず1本の索が通れば後は如何ょう

にも鋼索を通すことができます・潜水工を入れて沈下の
状態，鋼索通し方の撫場，などを験くさせ譜苗尾と中央
部にブイを入れさせる．

曳網のような方法で鋼索が船首か船尾にかかったなら
ば．それを前後に肋かして迩當な位涯に止める．鋼索が
錯首の方から船尾の方に動きにくいときは，船尾の方か
ら船首の方に動かして試めすのです推進器が邪魔すれ．
ぱ潅水工でこれを避けさせる．船が泥中に埋まっていれ，
ぱ先きに識明したように消防ポンプ．または唾搾空氣など
で穴を掘り鋼索を通し蓑す．

吊揚索を固紳する艀の舷側は内部から十分に袖狸しま

す．吊揚索漉反着げられたら，艀に充水しておき，上潮』
のときこれを排水すれば沈船は浮き上ります．そこで吊
索を締めます．この方法を繰かえして適當の位遥ま走沈．

船を吊上げ附近適當な浅海に移し爾後迩営に救難作業を
施行します．

(B)全沈潜水艦救難D蜜例

垂沈潜水鑑の救難を雷日本海寵で敢行しました愛例を
當時そのことに従事Lた寺田輩雑大尉の手記によって記
述します．なおこの作業は救難指揮官隊島少將(後中將)‘
の考案に成ることが多かったのです．
沈没御〈艇伊63號101.0m×7.9mx4.86m×1635T.

沈没時昭和14年(1939)2月2日

原因僚緩に面突さる

場所豊後水道

（1）位置の確認

豊後水迩の潮流は潮8千浦により南北に方向を鍵える
ばかりでなく流速非儲に念ですから，沈没船から洩れる

第10章救難作業の例

(A)全洩船の引揚げ

各國の海軍は潜水壁の全没遡難の変例を少なからず經

驍してし､まず・潜水窪はその性行上潜航したまま浮揚で

きない場合も多いので"jﾗｩ爵，如何なる原因にも力か2つら

ず沈没したと､す．れぽ大至急引揚げを要するのです．それ

は乗組員を救出すこと，戦時なれば戦務のため，または

不明の原因で起った災難であればその原因の究明のだめ

です．潜水鑑はその総造形暖が引揚索をその船底を通し

て廻わすには好都合です．またタンクあるし､は部屋の幾

つかを排水することができれば鑑の負浮力は懇切よりも

小にふす~ることができ浅しよう．著迩の溝造の潜水鑑なら

ば引揚ぐべき重總量は排水腿の15％減とみればよろし

し､ようでず鰯1ﾐ水壁不明の船の場合は計算によって排水

量を見出すのですが，その肥潜系数は0.5とすれば救難

計算には適合するようでず）

全没潜水鑑引揚の標準とすべき方法はさきに説明しま

したような諸双吊りです．すなわち艀の偶数堅を左右の

縦隆に組み引揚雑を組織するのです．第7圖は2隻の艀

で吊､す溺合を示してし､ますが,A艀の外側から下ろし

た鈎索は潜水芋の底を邇ってB艀の内側に導かれ,A
艀の内側からの索はB艀の外側に導かれます.鈎索はい

A 8

と獅磨 L"ﾙ〃

”プﾉゐ"ｸﾉ

〔二琴‘"‘
砲
坊

＝d＝二＝

砂ﾙ”

二＝

一
一

L一ノ

Fig.7MethodofslingingWrecks
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■

波浪のため4Tブイが持上げられ移動しないように

4TのZi錘をつけ更に識乍業に堪えるよう仁の錨2Tに

錨鎖を付けて第10固のように位澄しました．なお4T

プ雪fの1つは航路標識として掲澄ブイとしました

（二）吊揚索

＜‐ －”祝一一一一埠一一一一一〃〃一一一劃

と思われる油も浮上る場所が一定せず，適確の位睡判定

がつかず，磯弼読膳索で揃海しても索が浮上って困難し

ました．そこで長さ1000mの22m/mW.R､の中央部

に錆鍛のバラスト數側を固抑し，その両端を2隻の曳硲

で数百米離れて擶海を繩匡し，やっとある物を捕捉しま

したので， ワイヤ・ローブの両端をしぼってそのところ

に21､ン浮課を入れました．

ホ 漁一/〃死一割

"11m

6“（8吋)W,R，を用し､ましたが艦のキールに雷る

ところ10mだけは二重にしましたそうしてここは

8PのW､R.でラニヤードしました．一方の端にはア

,fを造り他の端は艦底を通すので群賃とスブライス接手

とするためそのままにしてあり童す，

（三）導 索

22抄から50抄までのW.R・を第12岡のように用

意しました．

ホ
ロ贈

隼8回 鯵9園

その位歴は水深97mで浮標に結び付けた捕海索の開

き角庇αを測りますと，海底の障護物の長さLは丁庇
沈没艦のパラスI､。キールの長さに等しいことが分りま

したから，これこそ沈没艦であると判定しました．そこ

でその周悶の海底の状態を副くましたが，それは砂まじ
りの泥土であることが知れまして，その膠着力も非術に

弧いとは認められまAでた．

（2）吊揚索設澄

（一）準 術

沈潜を中心に各遜1000mの正方形を考え各隅に4ト
ンブイを入れました、

潮
うf

↑↓

zPP A ."P ""P"" "' _ 言．
----“庇一→寺---〃況一-ﾃ<-匁啄争＜､畝椛->く--.-”屍一.歩

"12m

30jW､R・から64pW.R.まではスプライス撰手

として製作し紫き, 22fWR、と301W.R・との接

手Aは現場で鍵設彊後に繋ぎました．導索全長は

1,800mです．

（四）設 遥

最初に拘捉索を取付けた要領で1)600mの221W.

R.詮パラストを附けて200Tシヤラン船と曳船で曳

A 刃曾壷少

･･－－“庇--→寺-.--〃り死－－ヶ

廻し沈船にかける．

この22"W.Rの一端はブイと沈

船と菅位超を定め400Tシヤラン船

に止める，他の端は200Tシヤラン

船に讃拳曳船香抱いて沈船をまわって

27ZaAW，R.をかける．
亨拶囚 索が沈船にかかったら200Tｼﾔ
ｴ

↓． ランは沈諾の右舷に繋留して吊揚索を

アブ坪

2畷Z嘘 識
浄
進

沈
紺

’ ’ ランは沈諮の石塚に紫沼して嗣甥宗を
ン シ

海中に延ばすと同時に"0Tシ,､ラ

ン船の方雷これを取込み，吊揚索が沈

船の眞下に来るようにす.る々

両方のシャラン船にはスチーム・ウ

インチを備えてW.R.詮扱うことに

しました．

W.R、上に附けた長さのマークに

注意し，沈般上の赤淡と雨曳船間の距

覚 糾

、冒〆
卒T7qイ

1 錐10岡
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がら毅首に4本般尾に5本坂N･け堂した("15MI).

（3）引揚鑑r佐多」の利用

給油鐘「佐多」138.68m×17.68mx8.08m×14p50T

を引揚艦とし，全タンクの注勘泳を利剛し，潮吊と同時

に吊索の捲揚を行い京した．沈潜の水中亜量は1,600Ⅲ、

としました．
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"15"

雛を測距しながら64#W.R・の中央が沈船のキールの

下にI臼碓に来るようにしました．

引込みが終ったところ芒雨端に導索をつけて海底に沈
め，謹索の雨端をブイにあずける．この作業を繰返しな "18m 0
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碓多上IIJI板上に吊索の数だけ丈夫なカーダ員を造り先

端にローラーを取付け，甲板上には5枚滑車3枚滞車を

組合せ3 1､ンウインチご捲揚を行いましたその作業經

過は略圃第18,19岡で了解

されたし

佐多の底につく主置捲上

げて浅瀬に移し倖和島方

面）－たん海唾におろし，

更に水船にてI､ラスを組み

態揚げを行いました．この

時は潜水艦は前後2つに切

り放して2庇に吊揚げまし

た．佐多同溌5枚洲車と3

枚滑車を用い，5枚は1､ラ

スから垂直に下げて沈船に

導き，3拠哉水船甲板にな
らべました．

この救難作業はユカ年半

を要しましたが，たしかに

深i蝿難の世界レコードで

した．

Ⅱ
心
↓
謝
奈
二
，
一雲

N

塊
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』

Ⅲ

垂=副診アB P
a戸･ヨョーョヨヮア

入
６
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，
，
Ｊ
、

階
、
津
型
型
、
Ⅲ
字
、、

、"191HI

“/’丹

嬢20園蕊20回
.(c) ・顛覆ドレッジャーの救助例

少し古L､班例ですが,"-1-年前英海軍はホンーンで

153.位顛遜沈没したドレッジャー（180'×36'×18'×1“0

T)を引起し浮揚に成功しました.第20回はその作業の

概要を説明します．沈船は数百メーI､ル距れた陸岸にウ

インチ敷蕊を伽えパーバブクル4組で引超j-のです・そ

‘のpun(曳力）は同岡Ⅲに示すように280Tから

330Tとなりますので，陸上からは350Tのpunを

用意しました．4組の中3組は各100T,1紐は50Tで

す．また沈船の反對側に汽船’隻と艀2笠を用意し相営

のpullを沈船の頭部に加え，更に睡搾空無管により沈

毅内に空氣を邊り沈船を無くしました．

作業の第1段は沈船を90.までに起し，第2段で正

勝の位遜に起しました間中Ⅲに示しますように第1

段はA鮎を交鮎として起しますこの場合の起鋤時の

pull If

p=nQQ義堅=280T
A鮎に對寸･る唾力は聞解の遡り1,040Tです．第2

段の越吻時のpullはA'を支黙として

p='00:S<'2=33Or
A/に對す･あ匪力は1,055Tでした．

顛覆ド､レッヂャー敦助

第11章防水バッチの例

(一）カギポルI､にて木板を締めつけて防水する．

錐21園

（二）破孔の困りに木枠を坂付け，その上に木板を張
り枠”こは煉瓦の破片とかセメンI､などを充髄する．

鮒底の乳
IFIm!二爪赫砕･f鰺ろ

欝”獺謝上
慢か卜私

姥“〃”勘面
ｫ郡挺lz爪報
量織3

錨22岡
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同曾報第19銃鉦5-9列

軍窪淺卿の離礁並懸念修理工21Fに恵畦亡

岩野直英，浦田殿六，橘木保孝

同會報第27雛 大正9

潜水艦の救難に歯症 庭田問三

同曾報第38雛 大正15-4刊

沈没戦鑑の引揚作業に就て 頑井順平

同會報第40號 昭和2-4刊

汽船日鮮丸引揚作業 三上英果

(三）破孔丙に4沢おきに大きな木枠を入れ,る(a),枠

策23回

の外に丙板(b)を張り，その上に帆布を張る．またそ
の上に外板（のを張る．

パプチの両端は水防と兼泡て，船を動ガ奇とき水の抵
抗を少くするために帆布にオーカムなどを包みたるもの

を頭付ける．

（四）可澆パッチー破孔の形涯従って曲り易し､パッ

チ．

鮎 の 肉慮

「捕迩〕破孔修理の一例

日露海戦中露國峨凌セバスI､一ポリはしばしば嬢械水

雷により損傷し相岱大きな破孔を生じ寵

したが，いつもその修理を完成して再び

職場に出陣して來蒙した戦役後同袈長

の話によれば下記のようにして修理した

とのことごす．

昭和37年6月23日の海戦には右舷前

揺の後狗k"-F約7沢の所を約400平方

鼠

図 2今 錐

これは破孔にコリジョン・マツ I､を張ってもなお違水

がある場合にその上に張って水防を助けるものです．

その可澆パッチ(Hexiblepatch)の作り方はまず甲板

上か陸上で幅4-5吋の薄板を破孔の全面塗被う灰さにな

らべhoopironの帯鋲でつなぎ，その上に帆布を張りま

す．帆布は板の面よりも四方に2爽位灰くしておきま
す．その上に少し厚い板を前の板と打運いにならべ雨板

を打付･けます．この上の板は四・五カ所鋸を入れその切
口は斜に面をとっておきます．この組合せた板は，ちょ

うど画一ル・ I､ツフ・のデスクの蓋のように可撲性のもの

です．四周の帆布は，その中にオーカムなどを包八で防

水クブションとします.．このパブチを適當に沈下して破孔

の防水麓の上に擴げて，内部の排水を始めますと破孔に
ピッたり醤って水防を助けます．またその表面には押さ
えの鎖を張りクサピで締いつけます．

側 面 皿

園Ⅶ
1

平 面 間

館12章文 献

遥船協會の年報と會報には少し古い時代のものです

が，救難に關する貰重な文献がありますから，その目次

だけを揚げて諸きます

遥諾協會年報第6號明治35-12列

裁陽丸引湯について 白戸睦久

同會報第14號 大正3-117I

梅ケ香丸救助工事に就て 孕石元照

やヤ
イZ

露戦艦セパスI､一ポリ雛正面団
（606頁へつづく.〕
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るようになった．その理由は一波にいわれているよう

に，その貨物力蛎敗し易いものであるとか，あるL､は非

徹に急ぎのものであるとか､､うのではなく，毎日の錘誠

斐の高礁に画可した船主が，航海日数を減じていくらか

でも利益を得ようということにある．しかしながら．高

出力駿關は双理の双物とでもいうべく，域侭償却費重は

大問題となり，毎日の運航黄の増加を來す．

10,000トン, 14ノットの定期モーター貨物船の平均

“原侭を，運賃收入の％として表わずと次のようにな

る．

將來の舶用溌關

TheMotorShip,Jan.,1955,

1.M.EのJ.E.Church・の氏の論文において,非補に有

益な報告がなされ,船主の耐蝿からみた勝來の舶用淡關

,の型式について提案されている．

Ch'nrch氏の研究は, 9,5001,ン, 14ノ ， 卜のモー奴

一貨物船という一般型に開する．ものである第1画は過

去15年間の，このような船の延造コストを示している．
幸

第21団はLiberty船を例にとった中古諾慨格を示す．

新造船側は運賃に無關系なのに，中古船個は市場ととも

に庇く鍵動ナるようである．また粥慨が高鴬した時は，

收釜率が良い時にのみ鋸を買うことができるようであ
・る．

今日の新遥船の高価格は，今第貰および材料費の高箆

.を考えないとすれば，要求される速力の伽Ⅱにもとづく

ものである．すなわち磯關出力は2倍3倍となり10ノット

･の船には2,000b.h.p・でよかったものが>14～16ノット

となって6,000から8POOb.h.p･以上のものがつけられ

／◎
｡／

貨物賀 28．3

熱:,(総鱸脅嘩
無線およびレーダー） 23．7

燃料費 12，6

ポーI､チャージ 11．6

償却蟹 11.0

修繕費 6．8

店 謎 3．1

利益 2．9

計100

減値隣即避は燃料賛同繍葛くなっているので，將来の
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世，保険および償却費が含まれてL､るが，これらは営

然，その船の磯關の型式と船齢により塗る．

1． 戦前のディーゼル船 藍372

2顛鋤の汽船 五536

3．釿造ディーゼル鋸 鳶436

4．新造汽船 蓋524

Church氏提案の船では, 1日営り詮經費が当448で

あるしかし，この場合のモーター鰭の燃料はディーゼ

ル油である．ボイラ油を使用すれば，燃料費はずっと低

減する

船尾機關の船

Church氏の論文の附録として，船尾（最後部ではな

いが）機關型モーター船が提案されたが，この設計iこよ

れば,貨物の珊加，總個格の低減を更i二期待しうるであ
ろう．

椴關の適當な位遥は， タンカーのようにﾌﾟ画ベラにFご

きるだけ近い所であるが，その瞳遥は貨物船ではタンカ
ーと全く同じとし､5課には行かな､､． とL､うのはタンカ

ーはバラ案1､によって随意にI､リ坐､を鍵えることができ
るが，貨物船はディーブタンクがなければ，これができ

ない.Church氏は，全部二重底タンクとホールドピル

ジから磯關室へ，多数の吸入管を通すことは難しいと考
えており，華ンう･室を前瀞におくのがよいとしてし､る．

これは貨物のスペースを更に便すことになる．

この問題は轌鐙高侭な貨物を蓮ぷ貨物船では特殊な問
題となる．高速力は船尾のラインズを籾くし，從って船
尾のタンクトップ・の幅は機關の蕊鈑を据えるiこは不充分

であろうそのためには船はバラストをつんだ時は船尾

にトリムしすぎることとなり，浦戦した時Iま船首にI､リ

ムすることとなる．

普通機關室で占められる諾の中央部断面が貨物船とし
て最良であることは否めな',､事変であるが，縦方向應力
の鮎からは中央部に重鮭を集中することがなによりも望
ましい．

從って訊者は次のように提案するすなわち機關は後

部主船.愈に位置すべきで，これによりI､ンネル齢よびプ
ロペラ刺Iを相常短かくできる上に戦貨容俄を4％か5％

増加しうる.なんとなれば,この位遜で磯關は同じ磯關室
長さでしかも船の福の狭い部分におさまるからである．
この船の一般配錘を第4間に示鈩すなわち14ノ･ソ 1,,

10,0001,ン迄期モーター貨物船を上記の機開室配錘とし
たものであるこれ『こは直結低速ディーゼル機關が示さ
れているが，前記の試案のような磯關装廼によぃぱ，軍

殿容俄が減じ，更に大きな利益を得ることができるであ
ろう．この雑は次のよう憩嬰F1を持っている．

廸迭を考える時， より侭絡の賑い機關を採用し，それに

よってイニシャル＝ストを波じ，償却避も波ずることが

できるたらぱ，湿良の嶋料經濟にはいくらかおよばない

としても誌僻だとして､､る．鋺盟船に對するこの高い悩

却班は，古船特にその特斑上試迩韓性能を最後まで制齢
ナることのできるモーダー船が，何故他の凡ゆる鮎で技

術的に優れている獅強船と通航上競争することかできる

かとい､う理由を示している

これら全ての剛鮎から著者は，韮迭避を域じ機關の占
める璽肚容磯を減ずるためにL､あいろの型式の機關装歴
を砺査した．

標準型の面識低速ディーゼル機關に代るものとI_rごの

4つの講礎は次のようなものである．

1． 2軸2行程歯車波迩中速ディーゼル機關これは既
に相歯幽采用されて､､るが，もつと一股に普及しな

’ いのは了解に苦しむといっている．

2密閉クランクケース可逆式ダプルーンパウンド蒸
燕磯關と非可逆式過給4行程ディー･ゼル機關の組

合せで，雨者とも中速で廻縛し，流磑接手と1段激
越歯車を介し，う･ロペラ軸を躯動する．ディーゼル

磯關の對蹴はボイラの排氣側を通る．
33段膨脹瀧氣レシフ･ロ機關と2軸4行径非可逆式
過給高速ディーゼル椴關との組合せで，洗膿接手お

よび1段減速歯車を躯動L排氣はポぶう用エコノマ
イザに入る

4．前後進叩箇式2段波挫瀧氣タービンとオーブンサ
イクルガェ荻一ピンの組合せで，ガスタービンは前

進のみで，同じギヤボつクスに好il党用流職浅手を持
っている．カスダービン#噸は鑑イラに導かt1,,そ
のボイラは獅立にまたはカス流中でアフターパーニ

ングナることにより璽油でも焚けるようになってい
る．

各種装遥の1日街り燃料賀は次の通りである．

，1． 2軸減速ディーゼル ガ225

2滅逵蒸氣およびヂイーゼル機關の組合せ鳶252
33段膨脹蒸氣機關と減速ディーゼル 鳶257
4． カスおよび蒸氣ダーピンの紐合せ 鳶230
5．高唾蝋氣荻1ピン 葱271

直結DOxford磯關に對する燃料費は，ディーゼル油

の場合湾217でお〃，螺料費に關する限り大型低速の

直結ディーゼル機關に勝るものはない．五スおよび熟氣

タービンの組合せは，重遥が輕<，次善のもの君ある．
10,0001､ン， 14ノブI､の定期貨物船の鳩合，戦前のモ

ーダー船と汽船並びに現代の新濫船につし､てその1日歯

b通航費を比較してみた．これiこは蝋料避,､賃金，修縛
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隼4回第4船舶に挫鵬室を砥く10,000トン定期モーター貨物船一般配匠回

重量トン

長 さ

堀

深 さ

(夏季喧水）

(垂線間）

26ft、9in.

640,300ftb

5,300b.hp

l4ノット

10,0001､ン

440ft.

59ft､4in=

39ft:8in.

吃水

赦貨容俄

機關

速力

て舷側に密蒲せしめ1厘と舷側と接蒲するところには帆

布にて包める廓衛雑を入沈て水蒋にし,匝内の水を排田
して内部にて修唾辨を施したりという．その工躯、日

は6邇間を要したりと．

しかるに同艦は3カ月後に再び敷畿水魚のために大破

したが，不思議にも前回破損して修理したところがまた

破れたのですしかも損需は前よりもはげしく，破孔は

700平方呪におよび漢水些だしく傾斜も大きくなりまし

たので，反對側にキングスI,ン弁を開いて注水し，船鐙

を起しながら辛うじて蹄港し』前と同じように木匝を造

り約2カ月半を喪して修理を完了しましたとのことで

す．

（602頁よりつづく）

灰怨破された破孔の大さは幅7ノー10'長さ35.～40ﾉご

肋材の折れまたは内方;こ曲れるものすべて10本， タ版

稔丙方に向って吹き破られたが，辛うじて港内腱曳き入

れられ，略岡のような木厘を破孔を被うように鑑り修理

を完成じたとのととでず．木匝は9''角の木材に柄を輩

りまた灘を穿ち鳩尾接合法によって組立てたもので長さ

約25'幅17'～22'，匝の外側と舷側との間隔約10',深さ

32'～35'底の内端から外側に斜に大きな支柱を渡し，

また對角鋏釘を用いて外側と底部とを緊結して梅造を丈

夫にし，厘の外面は帆布にて被い，その上に漉青を流し

て水堀を防ぐ・、この臣を破孔の虚に運び，匝の内端をピ

ルジキー'しの上に躍き，これを支鮎として敷條の鋼索に
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船舶編集室水槽試験資料66

(M.S､114×M.P94,M.S.115×M.P. .95)

－中型貨物船の模型試験一

の,M.S､115は1,0001.H.P,x95R・P.M・の往復動汽

撰の搭載が選定されたものである．正直線団および譜首
尾形状は第1間および第2岡に示したが，舵は雨船とも

流線型舵を装鮒してL,る．

試験は滿戦および試運輔の2状態について愛施され

た．その詰果は第3岡および第4岡に示す．

今回はD型クラスの中型貨物船で肥癖係数の比較的大

きい溺合の試験成讃2例を掲げる.M.S114は垂線間長

さ85.09米の,M.S.115は85米の変諾に對晒するいず

れも5.5米模型船で，雨船の主要目は，試験に使用した

模型推進器の要目とともに，変給の場合に換算して第1

表に示す． 方形肥溶係数はそれぞれ0.766および0.756

である．なおM.S.114は15001.H・P.×80R.P.M、

888888888

一上筆←
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂

尋
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第1HM.SNo. 114正面線囲および船首尾形碗団
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津 1 表 要 表目

’
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船銅建造状況月報（31年5月） 始殿局鎧縫鐸

(昭和31年5月末迄に報皆のあったもの）(イ）窪エ 組

浩船所｜諾番｜船 主’ |起二E年月日總噸数｜主 機 用 途

’
日立造船・向島

〃

蕊堀鑑船

岸上遥船

東邦遥船

簡鷺驚箪’
日立遥諾・向島

〃

〃

金指造船

三保造譜

山西造船

新潟鐵エ

石川島重エ

飯野重工・舞鶴

臭造船

三菱・日本横漬

三菱造船・長埼

NB、C. R

新三菱・制1戸

波止漬造船

原遥船

幸陽船渠

徳島遥船

今治邊船

他18隻（』(2

葎
班
記
一
一
弱
蒻
叩
師
肥
謁
氾
応
凱
拓
如
露
率
や
知
泡
僻
５
頭
一

３
４
乳
乳
乳
４

三光汽船

國光海運

（株)反田商脅

石崎海蓮

藤田海運

小島銀識

日正汽艦

九州郵船

日本水産

〃

事代漁業

癩岡係漁業公社

三鬼要一

海上保安塵

｜ ア メ リ カ
ギ リ シヤ

アメ リ カ

ノ§ ナ マ

〃

リベリャ

少ぐ ナ マ

中野汽船

|川西光雄
三蕊海運

綿谷敏行

赤尾柳吉

900噸

4》”0

4》”0

1,500

4タラ

巽0

150

150

600

740

〃

9”

350

235

730

7,900

3,000

10,000

25,000

21,000

16)000

10,100
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200

260

340

錫0

Ｄ
″
″
″
〃
″
〃

3.360

〃

Ij300
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〃
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〃 （〃）

〃 （測避）

輪出船（貨）

〃 （〃）
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(昭和31年5月末迄に報告のあったもの）(ロ）逆水船

造船所|‘船番｜船 名｜船 主|總馴数|主 機|用 途｜進水年月日

三菱日本硬鱗演

名村造船

浪速船渠

波止演造船

瀬戸田遥船

新三菱・脚戸

三菱造船・長崎

金指遥紹

〃
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妬
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如
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第五大商丸

日東商

日本郵船1
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大商汽

昭和海

八代汽

丸善石
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(ﾉ､）竣ェ 船 (昭和31年5月末迄に報告のあったもの）

番｜船 名’船 主|總蔽蚊|主 機｜用所｜船迭 ルW 途竣工年月日

6'2501貨物船
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その消耗が進行するにつれて段を大きくなるような形状

例えば卿面に示すように2面が梯形で4面が鋲形かる成

る6面燈とする．この陽極はその駁も大きL､表面aを保

謹しようとする表面上におき，暖も小さい表而bを液謹

と接飼させ,残りの表面を不泄導雛の保謹暦で被う．陽

櫛金醗が消耗して行く方向は表面bに垂直であるから，

消耗が進行するにつれて陽睡は液職こ蝿して－識こffiX

する表面を提供する．

i二＝二一二一一一重一一壱一一==･＝=一一・一‐

特許解説 、
縛鮭週大谷幸太郎；

I…,_…,一一一一,一=,_…,=,-,-,…---.‘』

侵蝕性蜜溶液と接瞬Lている金隠表面の保謹法（特

許第222,037號)昭和3ｴ年ｲ斜:出願公告第531鑑,發明

者・ヘンドリック，ウイルレム， ウアン，デル，ホニ

ウンマリナス，オウデマン， 勝許繊者・エズ， ウ

ざ，デ，〃ぐターフシニンノfI、ロリウム，マーチヤソピ

，f一才ラン兵）

本發明は海水のような侵蝕性醗溶液と接蝕する金蹄表

面の保護法に關するもので，特に紹舶外板の海水iこよる

侵蝕を防止しようとするものである．従来，船舶ﾀ版の

海zkによる侵蝕を防止するためにいわゆる陰極保護法，

すなわち逝墜列におし､て鐡よりも上喰にある金闘で作っ

た物魑（陽極）を舟醗白の外板上に取付け鐵の侵蝕が弱め

られるような電位差を船舶外板と海水との間に生じさす

る方法がしばしば採用されているが，この方法では船舶

外板とi鰊kとの間の遜位差の鍵化が外板のペインi被覆

‘中に泡状物を形成し，次にその部分でペインI､が剛ぎ取

必 られてし室う峡貼があ

I
連動式鮒口蓋（昭和31年特許出願公侮第3,972錐，

義明考・鵜木政睦，出願人・三菱迭船株式叡i上）

本發明は鮒口蓋を中央iこある1對の上部蓋材と，11妨

にある1鋤の下部蓋材との4枚の蓋材から擁成し，上部

號材のうち1枚をローブで牽引することにより2枚の上

部蓋材をそれぞれ反對方向に移帥させ，上部蓋材がある

程産移動すると下部蕊材に係合し，その後は上, -F部篭

材がともに移励するようにした通勤式輪口誰に開するも

ので鮒口蕊の開閉操作を簡単迅迩に行うことができるよ

うにしたものである．

側面につ､､て説明すると8，9は1對の上部號材,5,6は

1對の下部蓋材で上部輩材8,9は側部にそれそれローラ

ー11を鮒え,瞼口総材2上の中央に設けた1對の平行レー

ル4'上を湘走できるようになっている．平行レール4は

~F部蓋材8,9と同じ高さを有し,従ってローラー11は平

行し再ル4'上を滑走し慾ると下部蓋材.5,6の上面を滞
走する.下葡磯材5,6はその側部にそれぞれローラー10

を備え輪口維材2上の1對の平行レール4上を滞走する
ようになってb,る．

いま｣郵蓋材.のうち一左の蓋材9に坂付けたローブ]反

付金具25,25に開舶用ロープ･19を坂付けたウインチ20

により牽引する． この場合他方の上部蓋材8は一端を蓋

材9に取付け他端をフ・一リー14を經て蓋材8に取付け

たロープ13によって蓋材9と反對方向に等速睦で移動

するそして蕊材8,9が平行レール4'上を滑走し終れ

ばこれ等蓋材はそれぞれ下部蓋材5,6上に戦りこれ等の

上を滑走する．この時各上部蓋材の下面に突設されて1，

為スI､プパーカrF部蓋材の上面に突設されてし､るスI･"

パーに係合する．従って引縦きロープ19を牽引すれば

上，下部蓋材はそれぞれ一燈となって総口左右の格納蕊

3,3上に收納される．

次に蓋材を鮒口上に展開しようとする場合はローブ18

を上部蓋材8のロープ･取付金具24,24に通誌し， ロープ

18をウインチ20により牽引すれば前述した所と同穰iこ

った従って侵蝕は防

止されてしまうため;こ

ぺインI､による動植物

の附着を防止する効果

は著しく弱められてし

まうことになる．そし

て陰極保護法にお↓､て

生ずる電流はしばしば

必要とする以上に遙か

に硬く，特にペインI、

Ｉ
Ｉ
０
９
Ｉ
ｉ
ｌ
ｔ

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
１

⑫
C

Q, l i dJ I
0 ， ．

8

1

’
被覆がごく僅か剥げ始める初期において寵流は除りに弧

くなり過ぎる．これはペインI､の損傷をますます悪化さ

せるばかりでなく陽睡金臨の使用を効果的なものとしな

↓、．

本發明方法は供給される砥流が徐煮に堀加し，従って

ペイントの被覆の損傷がひどくなるにつれてこれとはほ

ぼ歩瀕を合せて効果を發諏することのできるように，蝿

溶液と接鯛する陽極の表面が陽極を使用してb､る間に段

蓉大きくなるようにしたものである．陽極表面は鯉溶液

．と単に部分的に接鯛しており，また残りの部分は，保護

しようとする金踊に電導1勺に接合されている箇所を除い

て不電謹挫の保護屑で被われている． しかもこの陽箆は

I
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第2図

第3図

／0

ロープ13により戴結された1對の上部蓋材は同時に下

部蓋材･上を渦走し雨部材のストッパーが係合すとその後
はともに中央に向､､郷､て閉館位遥に持來される．

装置（昭和31年蜜用新案出願公告第6,962鑑，考案

者・松本儀郎，出願人，川崎重工業洙式曾赴）

一般にダーピン船の機關室やその附近の居室の温廃が

高くなることは避け難､､ことであるが，本考案はタービ

ン船の醗設の補機器をその本来の機能に支障を來すこと女一ピン船の施段描磯器を利用した蒸氣噴射式冷却

613



なく蒸氣噴射式冷却装睡に兼用して機關室の一部とその

附近の居室とを經濟的に冷却するようにしたものであ

る．

本考案は管9より導かれるボイラーからの蒸氣を作動

蒸氣として蒸發器1内に發生する低温蒸氣を抽出するよ

うにした＝ゼクター10を既設の主＝ンデンサー12に迩

結し，蒸發水を補給するために冷却水掘環系統中に設遜
した冷水タンク6とポンプ13の吐出側とを辿結したも

のである．

本考案では潜水を冷媒として用いその一部の蒸發によ

り清水自身を冷却するもので，管9よりの作動黛氣でニ

ゼクター10を作動させれば然發器1内に眞空を生じて

満水の一部が瀧發し残部の清水2は低温となる．この清

水2は掘褒ポンプ3により通風あるいは飲料水等の冷却

＝イル4に鐙られ，冷却目的を逵した後，智5を經て冷

水ダンク6に滴る．その後蒸發器1内の奨空により管常
を經て蕪發器1に詮られ，砿射ノズルにより砿錨妖とな．

って器丙に吸射される一方徹9からの作動篭氣はエゼ・

クター10に入り蒸發器1からの低温蒸氣を管泪を經て誘

引しともに主コンデンサー12に入る.この際デフユーヅ雪

-11内で速庇が域少し唾力が上昇して主＝ンデンサー12

内の睡力に達する．主コンデンサー12丙では前記の作

動蒋氣と低温蒸氣と混合したものが液化され，その凝結．
水は主復水鍜ンﾌﾞﾕ3により給水鑑ンﾌﾞを經て銀イラー

ヘ給水されるが，一部は蕪發水を補給するため簿路14を

經て給水タンク6に蓬られる．以上のように本考案によ

れば蒸氣噴射式冷却裟遥として特別な装歴を設歴する必・
要なくタービン船既設の設附を兼用することができる．

第12次船暹加適格船

|主機馬力|速力|驚穐,‘蕊主|船型| G.T. |nW礎 分悲船所船
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壷行人 田岡健一

印刷人研修舍

購讃料

1M･ 150m(=8H)

年年（前金強約) 800n

1年（ 〃 ）ユ,50ｺ回

半年および1年の直接前金溌釣

購誼の方にかぎり特別號等特侭

の場合も差額を頂戴いたしませ
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天然註・海霞工學圖霊

鞠谷宏士著A5上製120頁220円（送24円）

船の保存整備
波多野浩譜A5 ..畷隠350頁700n(g50m)

航 海 計 器第1巻
依田啓二著A5上製230X380u(g50m)
新海上衝突豫防法概要

浅井．上坂共著A5上製290頁48)u(=50回）
地 文 航 法

天然爪上縄B5上型8砿2段組200頁480n(E50m)

船 用 品 便 覧
迭船協會鋼1I江作法研究委員倉編
A5判アー1･220頁（折込11枚)450u(E50H)

船の熔接工作法

調永彦又著A5上製240頁400n(E50H)

海 圖 の 見 方
浅井．挫田共著A5上狸280頁450m(邊50m)

天 文 航 法
鮫烏祗人普A5輸入250頁450m(邊50m)

差船 位 誤 論
宇田道産鞭A5上浬300頁500m(250im)

象海 洋 氣 學
和達･豊山.”I鑑修A5450頁1200m(邊50Im)

象調 鮮 曲

中谷勝紀著Aう箱入230nSbOm("5m)
舶用ヂーゼル機關の解読

‘ 」野喜一郎署A5箱入63J頁850m(邊50m)
船舶安全法規
天然賦柵B5上型220頁450n("50皿）
船舶の嶌眞と要目第2集（1953年版）
天然趾編B5."230X650m(邊50m)
船舶の嶌眞と要目第3集（1955年版）
上畔蒔次郎著A5上装(折込7枚)500n(E50H)
舶用 電氣設備

誰眺協侮砥調熔接研究姿員曾編
A5判網ア戸卜200頁360Im"401m)
船の熔接設計要露
小制枢治戦A5上製260頁420m(邊50m)
寅 用 航 海 術
小野寺蓮敏署A5上挫340頁500H(g50m)

氣 象 と 海 難

山縣昌夫薯

船型學(推進篇)&諭撰瀞
船型學(抵抗篇)粥齪蕊聯
上野喜一郎善A5上製280頁380m(FR50m)
船の歴史第1巻古代中世篇

上野喜一郎署A5上製300頁420圓(=50n)

船の歴史第2巻近代篇
米國造船造機躍愈綴米原令敏課各B5上鯉

舶用機關工學（第1分冊)650m(E50m)
〃 （第2分肌)520m(=50m)
〃 （第3分冊)700間詮50n)
〃 （第4分冊)8]0m(邊50H)
ノ′ （第5分冊)900H(E50回）

船舶局資材課監修B5上製400頁650m(ig50EI)

船 舶 の 資 材
茂在寅男著B6上型210頁230回(=40m)

解説 「し－ダ－」
橋本．森共著A5上型200頁300m(邊40M)

船 舶 積 荷
小野鶴=fA5上型170頁250H(E40m)

舶用聯動汽機
矢崎信之著B6上製300頁250u(=40m)

舶用機關史話
渡遜加藤一箸A5上型200頁280n(=40m)

荒 天 航 泊 法
小谷･南･飯田共著A5上製340頁450m("50m)

機 關 士 必 携
依田啓二箸A5上製400頁450n(=50n)

船 舶 運 用 學
小谷信市著A5上型300頁350n(E50n)

舶 用 補 機
高木淳箸A5上製240頁300n(邊50n)

初等船舶算法
中谷勝紀著A5上狸320頁350MI (邊50圓）

舶用ヂーゼル捜關
中谷勝紀著A5上製200頁250m(E40U)

舶用僥玉機關

天然趾 振替東京79562番東東部文京匝向ケ岡彌生町三

1
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海の世界が気象に左右されるのは周知の通ウ
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どんな場所でももう安心です〃
性が優れていて、安全で操縦がとても樂です
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蟻久保田霊工騰式憲融
本吐大厩市浪連区鉛出町2丁目
東京 禰岡 札幌 宝届
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三井造船その他採用

特長･･･…船舶の外板塗装作業の合理化

天井その他の器具取付・棋様替工事高所作業

全般に操作簡便・伸縮自在・移動軽快で作業

員の安全感は完壁、上昇・下降共に任意の高

度に停止して作業することができます。
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縮めたと ころ ’－，－0~丁－．､＝ －．． ‐

型式..….標準型（2．3．4．5．6段型）

特型（2段特型）その他御注文にも応じます

申込次第・型録贈呈
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'!i芝交洗アーク熔接磯!.kJIS規怖に他拠するH甑
(シリコーン)絶綴、 I'I動コイル防澗型亭、安置な

熔接が川‘縄:す、プ7･ンを使liルないび)で故障､D
′｢風1がなく、小型幟碓で持運びも容易、しかも寵
洗捌黙範囲が吹く外鯛も特に頭丈で)ﾐ龍に出来て

詰りまナ。500A"j ll'jf鉄仮熔接の能率化に最適
TFL・洗船所〆÷の他で非術な御好評を得ており、
X25()A刑は簿鋏仮のきれい｣tis熔接に好適でず。
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本機は我国最初の測定機
にして航行中の舶用プロ
ペラ軸のI,ルクを常時、
測定、監覗する遠隔指示
電気式トルクメーターで
あウます。

該写翼は三菱造船株式会社
長崎浩船所御建造のマリェ
ツク号に装鯆致したもので
あります。

東京都品川区北品川4の516

大阪市南区八幡町6
福岡県宗像郡津屋崎町

oTEL白金(44) 1 141-5

株式会社東京衡機製造所oTEL" (75)6140
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3 記錐計によ り記鋒可能

4 針圧 1 グ フ ム 以下

5 使用睡源100ポル1･50又は60サイクル60ワット’’
本は通産省工業技術院の腰用研究試験袖助金により，工業技術

院機械試聡所と協同研究によって完成Lたものでありますo

コツズ測定器株式会牡
東京都中央区越前堀1の3冠潴築地(55),5042.4787-8 8789
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